
一

駒
澤
大
學
禪
硏
究
所
年
報
第
二
十
九
号　

二
〇
一
七
年
十
二
月

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
一
〇
）

禅
研
究
所
中
世
禅
籍
班

飯
塚
大
展
・
佐
藤
俊
晃
・
比
留
間
健
一
・
堀
川
貴
司

は
じ
め
に

　

本
稿
は
前
稿
に
引
き
続
き
『
江
湖
風
月
集
略
註
』
に
関
す
る
校
訂
と
注

釈
を
行
っ
た
成
果
で
あ
る
。
読
書
会
の
参
加
者
は
、飯
塚
ほ
か
、佐
藤
俊
晃
、

比
留
間
健
一
、
堀
川
貴
司
の
各
氏
で
あ
る
。
読
書
会
は
、
は
じ
め
に
各
自

が
担
当
者
と
な
り
、
頌
一
首
ず
つ
の
レ
ジ
ュ
メ
を
作
成
し
、
そ
れ
を
も
と

に
共
同
で
校
合
の
確
認
と
内
容
理
解
に
関
す
る
討
議
を
行
っ
て
き
た
。
担

当
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

（
126
）
無
参
（
佐
藤
）　
（
127
）
雪
樵
（
比
留
間
）　
（
128
）
竹
堂
（
堀
川
）　

（
129
）
香
厳
撃
竹
（
飯
塚
）　
（
130
）
鞔
更
鼓
（
佐
藤
）　
（
131
）
憇
庵
（
比

留
間
）　
（
132
）
斗
山
（
堀
川
）　
（
133
）
笑
峰
（
飯
塚
）　
（
134
）
送
人

之
廬
山
（
佐
藤
）

︻
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
︼

（
１
）
底
本
と
対
校
本

　

底
本	

①
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
『
江
湖
風
月
集
略
註
』（
以
下

「
京
大
本
略
註
」）

　

対
校	

②
飯
塚
架
蔵
増
上
寺
二
念
庵
旧
蔵
寛
永
九
年
版
『
江
湖
風
月

集
略
註
』（
以
下
「
寛
永
本
」）

（
２
）
参
考
史
料

　
　
［『
略
註
』（
林
下
妙
心
寺
派
）
系
統
］

	

③
駒
澤
大
学
図
書
館
所
蔵『
江
湖
風
月
集
略
註
』大
義
写
本（
以

下
「
大
義
写
本
」）

	

④
飯
塚
架
蔵
寛
永
己
酉（
十
年
）版『
江
湖
風
月
集
略
註
鈔
』（
以

下
「
略
註
鈔
」）

［
五
山
系
統
］

	
⑤
龍
門
文
庫
所
蔵
『
江
湖
風
月
集
抄
』（
芳
郷
光
隣
・
彭
叔
守

仙
抄
、
以
下
「
龍
門
文
庫
本
」）



二

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
一
〇
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

	

⑥
成
簣
堂
文
庫
所
蔵
『
襟
帯
集
』

	
⑦
駒
澤
大
学
図
書
館
所
蔵『
江
湖
風
月
集
夾
山
鈔
』（
以
下
、『
夾

山
鈔
』）

［
洞
門
抄
物
系
統
］

	

⑧
蓬
左
文
庫
所
蔵
『
江
湖
風
月
集
抄
』（
蓬
左
文
庫
本
）

「
林
下
大
徳
寺
系
統
」

	

⑨
足
利
学
校
遺
跡
図
書
館
所
蔵
『
江
湖
風
月
集
抄
』（「
足
利

学
校
本
」）

［
妙
心
寺
系
統
］

	

⑩
京
都
大
学
文
学
部
図
書
館
所
蔵
『
江
湖
風
月
集
訓
解
添
足
』

（
無
著
道
忠
抄
、
以
下
「
訓
解
添
足
」）

︻
翻
刻
凡
例
︼

一
、	

本
史
料
翻
刻
に
際
し
て
は
、
底
本
に
は
、
京
都
大
学
附
属
図
書

館
所
蔵
『
江
湖
風
月
集
略
註
』（
以
下
「
京
大
本
略
註
」）
を
用

い
る
。

一
、	

底
本
の
翻
刻
の
体
裁
は
、
頌
の
本
文
を
太
字
と
し
、
注
釈
の
本

文
は
改
行
二
字
下
げ
と
す
る
。
本
文
の
行
間
や
欄
外
に
書
写
さ

れ
た
抄
文
も
、
匡
郭
内
の
注
の
後
に
［
欄
外
注
］
と
し
て
翻
刻

す
る
。
傍
注
に
関
し
て
は
、
第
一
句
か
ら
第
四
句
を
順
次
Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ
と
し
て
、
該
当
箇
所
を
指
摘
し
た
後
、［
傍
注
］
と
し
て
翻

刻
す
る
。

一
、	

底
本
と
寛
永
本
と
の
校
合
を
行
な
う
。
な
お
、
校
合
に
関
す
る

注
は
、［
校
異
］
と
し
て
脚
注
の
形
で
行
う
。

一
、	「
大
義
写
本
」、「
略
註
鈔
」
は
比
較
対
照
史
料
と
し
て
、
二
段
組

で
翻
刻
す
る
。

一
、	

翻
刻
に
当
た
っ
て
は
、
異
体
字
・
略
体
字
・
別
体
字
・
俗
字
等
は
、

現
行
の
書
体
に
て
翻
字
す
る
。
省
文
等
も
同
様
で
あ
る
。
ま
た
、

明
ら
か
に
誤
写
と
思
わ
れ
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
ま
た
脱
字
が

明
か
な
場
合
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
他
の
テ
キ
ス
ト
を
参
考
に

し
、
注
記
す
る
。

一
、	

踊
り
字
は
、
片
仮
名
は
「
ヽ
」、「
ヾ
」、
漢
字
は
、「
々
」、「
々
々
」

を
用
い
、
二
字
以
上
の
「
〳
〵
」
も
用
い
る
。

一
、	

合
字
の
「
ヿ
」「

」「
ゟ
」「

」「

」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
コ
ト
、

シ
テ
（
シ
タ
）、
ヨ
リ
、
ト
キ
、
ト
モ
に
置
き
換
え
て
翻
字
す
る
。

一
、	

濁
音
・
促
音
等
の
表
記
は
、
原
文
の
ま
ま
に
翻
刻
し
、
敢
え
て

統
一
は
は
か
ら
な
い
。

一
、	

句
読
点
に
関
し
て
は
、
読
解
を
便
な
ら
し
む
る
た
め
に
、
適
宜

こ
れ
を
補
う
。



三

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
一
〇
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

０
１
２
６　

無
参

【
京
大
本
略
註
】

（
三
十
）
月
洲
ノ
乗
和
尚

宝（
１
）岩
月
洲
法
乗
、嗣＊

簡
翁
敬
、々
嗣
無
準
。
或
本
云
、乗
嗣
恵
西
岩
、以
宗
派
図
考
此
義
好
。
古（
２
）詩
曰
、有
時
乗
明
月
、不
覚
過
滄
洲
。
続＊（
３
）伝
灯
五
、

天
寧
月
舟
乗
禅
師
、
嗣
西
岩
恵
禅
師
、
天
寧
月
舟
乗
禅
師
作
無
参
偈
曰
、
得
罷
休
時
便
罷
休
、
云
々
。

（
126
）
無
参

号
。

Ａ
得
ル下

二

罷
休
ヲス

ル

時キ
ヲ上

且
ク

罷
休
セ
ヨ

Ｂ
南
詢
着ツ
ク
ル二

甚
麽
ノ

来
由
一ヲ
カ

Ｃ
情
ニ

知
ル

五
十
三
ノ

知
識

Ｄ
門
掩
フ二

西
風
ヲ一

一
様
ノ

秋

多（
４
）年
撥＊

草
参
玄
、無
レ

端
打
二

失
ス

鼻
孔
ヲ一

。是
乃
罷
休
之
時
節
也
。故
ニ

云
、参
ハ

到
テ二

無
参
ニ一

始
是
親
ト

。華（
５
）厳
入
法
界
品
ニ

、善
財
童
子
、展
転
南
行
シ
テ

、

経
二

由
ス

一
百
一
十
城
一

、
参
二

詢
ス

五
十
三
人
ノ

善
知
識
ニ一

。
然（
６
）今
従
二

罷
参
ノ

田
地
一

回
顧
ス
ル

則
ハ

、
全
無
二

来
由
一

也
。
情（
７
）ハ

者
誠
也
。
門（
８
）掩
ー
ー
者
、

無
参
故
、
門
々
不
レ

見
二

人
来
一

也
。

［
欄
外
注
］

古（
９
）人
、
有
善
財
別
后
無
消
息
、
落
日
楼
台
一
笛
風
之
句
。

善）
10
（

財
南
詢
、
過
一
百
一
十
城
。
到
毘
盧
楼
閣
前
曰
、
是
解
空
無
相
無
（
作
欠
カ
）

之
者
所
住
処
。
弥
勒
弾
指
一
声
、
楼
閣
門
開
。
善
財
入
已
、
閣
門

閉
。
見
百
千
楼
閣
門
、
一
々
楼
閣
、
有
一
弥
勒
、
領
諸
眷
属
、
并
一
善
財
、
而
立
其
前
。

罷）
11
（

参
、
休
参
、
学
事
了
畢
之
時
節
。

【
出
典
】

『
増
集
続
伝
灯
録
』
巻
五
「
天
寧
月
舟
禅
師
」
章
に
こ
の
詩
が
見
え
る
（
続
蔵
一
四
二
・
四
二
七
ｃ
）。
但
し
「
且
」
を
「
便
」
に
、「
甚
」
を
「
什
」



四

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
一
〇
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

に
作
る
。『
禅
宗
雑
毒
海
』
巻
七
（
寛
文
五
年
和
刻
本
）
に
は
雪
巌
祖
欽
の
作
と
し
て
同
詩
が
見
え
る
。
但
し
「
時
」
を
「
兮
」
に
、「
且
」
を
「
便
」

に
、「
甚
」
を
「
什
」
に
、「
情
」
を
「
誰
」
に
作
る
。

【
校
異
】

＊
嗣
簡
翁
敬
︱
恵
西
巌

＊
続
伝
灯
五
⋮
⋮
便
罷
休
云
々
︱
ナ
シ

＊
撥
︱
発

【
略
註
鈔
】

（
三
十
）
月
洲
乗
和
尚

有
時
乗
明
月
、
不
覚
過
滄
洲
ト
云
句
ヨ
リ
道
号
ヲ
付
シ
タ
ソ
。

（
126
）
無
参

号
也
。
参
禅
了
畢
シ
テ
隙
ア
イ
タ
底
ソ
。

Ａ
得
テ二

罷
休
ノ

時
ヲ一

且
ツ

罷
休
ス

罷
休
ノ
時
節
ヲ
得
テ
罷
休
シ
タ
ソ
。

Ｂ
南
詢
著
二

甚
麽
ノ

来
由
一ヲ
カ

善
財
ノ
南
方
ニ
徧
参
シ
テ
、
百
城
ノ
烟
水
ヲ
セ）

12
（

ヽ
ク
リ
ア
ル
イ

タ
ハ
、
何
ノ
用
ソ
。
元
ト
カ
ラ
参
ゼ
ウ
ズ
コ
ト
ハ
無
ソ
。

Ｃ
情
ト
ニ

知
ル

五
十
三
ノ

知
識

善
財
ハ
、
五
十
三
人
ノ
知
識
ニ
参
セ
ラ
レ
タ
ガ
、
是
ハ
無
参
ヂ

ヤ
ホ
ト
ニ
、
参
ズ
ル
者
モ
無
イ
ホ
ト
ニ
、

Ｄ
門
掩
フレ

西
風
ニ

一
様
ノ

秋

ト
レ
モ
一
様
ニ
、
秋
風
ニ
門
ヲ
閉
テ
居
ラ
レ
タ
ソ
。
人）

13
（

々
具
足

箇
々
円
成
ヂ
ヤ
ホ
ト
ニ
、
向
テレ

外
ニ

求
ム
ベ
キ
コ
ト
ハ
無
ソ
。
又

元
無
シ二

一
法
ノ

与
一フ
ルレ

人
ニ

ヂ
ヤ
ホ
ト
ニ
、
為
ニ
シ
ヤ
ウ
ス
ル
コ
ト
モ

無
ソ
。
一
烈
無
参
ト
作
タ
ソ
。



五

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
一
〇
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

【
注
（
122
）】

（
１
）
宝
岩
月
洲
⋮
⋮
此
義
好
＝
詩
作
者
・
月
洲
乗
の
法
系
に
つ
い
て
二
説
を
挙

げ
る
。
先
ず
無
準
師
範
︱
簡
翁
居
敬
︱
月
洲
法
乗
と
す
る
説
。
次
に
西
岩
恵
に

嗣
ぐ
と
す
る
説
。
京
大
本
は
「
宗
派
図
」
に
よ
っ
て
後
者
を
取
る
。
西
岩
了
恵

は
無
準
の
嗣
。
な
お
宝
岩
寺
は
浙
江
省
衢
州
市
に
あ
る
。
注
（
３
）
参
照
。

（
２
）
古
詩
曰
⋮
⋮
不
覚
過
滄
洲
＝
作
者
名
・
月
洲
乗
の
道
号
法
諱
の
由
来
と
し

て
こ
の
詩
句
と
し
て
引
く
。『
略
註
鈔
』
も
こ
れ
を
引
く
が
出
典
は
未
詳
。

（
３
）
続
伝
灯
五
⋮
⋮
便
罷
休
云
々
＝
『
増
集
続
伝
灯
録
』
巻
五
「
天
童
西
岩
恵

禅
師
法
嗣
」
中
「
天
寧
月
舟
禅
師
」
章
に
、
本
詩
が
収
録
さ
れ
て
い
る
（
続
蔵

一
四
二
・
四
二
七
ｃ
）。︻
出
典
︼
参
照
。

（
４
）
多
年
撥
草
参
玄
⋮
⋮
始
是
親
＝
Ａ
句
の
注
。
撥
草
参
玄
は
、
草
を
撥
っ
て

玄
奥
に
参
ず
る
の
意
。
打
失
鼻
孔
は
、
本
来
の
面
目
を
失
う
の
意
。
長
年
真
理

を
求
め
て
参
究
修
行
し
た
果
て
に
ふ
と
究
極
の
処
を
失
う
、
そ
こ
が
罷
休
す
な

わ
ち
修
行
精
進
を
止
め
て
休
息
す
る
時
節
。
そ
れ
ゆ
え
に
実
参
修
行
は
、
参
じ

尽
く
し
て
究
極
の
無
参
に
至
っ
て
は
じ
め
て
そ
の
真
義
に
契
う
こ
と
が
で
き

る
、
と
す
る
。「
参
到
無
参
始
是
親
」
に
つ
い
て
、『
円
悟
録
』
巻
二
十
の
中

「
示
択
言
禅
人
三
偈
」
に
「
参
禅
参
到
無
参
処
、
窮
玄
窮
徹
玄
尽
頭
」（
大
正
蔵

四
七
・
八
〇
六
ａ
）
と
い
う
句
が
あ
り
、
こ
れ
を
承
け
て
「
円
悟
師
翁
道
、
参

禅
参
到
無
参
処
、
参
到
無
参
始
徹
頭
」（『
五
灯
会
元
』「
臨
安
府
浄
慈
水
庵
師

一
禅
師
」
章
、
続
蔵
一
三
八
・
四
〇
四
ｄ
）
と
展
開
し
て
い
る
例
が
見
え
る
。

ま
た
『
竜
門
文
庫
本
』
に
は
「
幸
ニ
罷
休
ヲ
得
タ
ラ
ハ
、
ヒ
ッ
コ
ウ
テ
イ
ヨ
ト

ナ
リ
」
と
見
え
る
。
ヒ
ッ
コ
ウ
テ
は
引
っ
込
ん
で
、
の
意
（『
時
代
別
国
語
大

辞
典
・
室
町
時
代
篇
』）。

（
５
）
華
厳
入
法
界
品
⋮
⋮
善
知
識
＝
『
華
厳
経
』「
入
法
界
品
」
に
登
場
す
る
も

の
。
善
財
童
子
が
百
十
城
を
経
て
五
十
三
人
の
善
知
識
に
遍
参
し
た
こ
と
を
い

う
。
禅
家
で
は
徹
底
し
た
遍
参
修
行
の
古
例
と
し
て
し
ば
し
ば
引
か
れ
る
（
例

「
不
見
善
財
童
子
従
文
殊
発
心
、漸
次
南
行
過
一
百
一
十
城
、参
五
十
三
善
知
識
」

『
大
慧
録
』
巻
二
五
、
大
正
蔵
四
七
・
九
一
六
ｃ
︱
九
一
七
ａ
等
）。

（
６
）
然
今
⋮
⋮
全
無
来
由
也
＝
Ｂ
句
「
着
甚
麽
来
由
」
の
注
。
遍
参
修
行
の
究

極
に
至
っ
た
所
か
ら
顧
み
れ
ば
、
善
財
の
よ
う
に
参
ず
る
べ
き
理
由
も
な
い
、

と
い
う
意
。「
着
甚
麽
来
由
」
に
つ
い
て
、『
碧
巌
録
』
十
五
則
に
「
著
甚
来
由
」

の
句
が
あ
り
、
入
矢
義
高
は
こ
れ
を
「
な
ん
の
来
由
に
か
よ
る
」
と
注
し
て
い

る
（
岩
波
文
庫
『
碧
巌
録
』
上
）。

（
７
）
情
者
誠
也
＝
情
は
副
詞
、
ま
こ
と
に
。
こ
の
例
は
『
大
慧
録
』
巻
十
八
に

「
情
知
古
人
之
意
決
不
如
此
」（
大
正
蔵
四
七
・
八
八
九
ａ
）、『
碧
巌
録
』
巻
十
・

九
十
五
則
に
「
情
知
你
向
第
二
頭
道
」（
大
正
蔵
四
八
・
二
一
八
ａ
）
と
見
え
る

ほ
か
、
禅
録
に
散
見
さ
れ
る
。

（
８
）
門
掩
ー
ー
者
⋮
⋮
不
見
人
来
也
＝
Ｄ
句
の
注
。
す
で
に
参
ず
る
人
も
無

い
の
で
門
に
訪
れ
る
人
も
無
い
、
の
意
。『
竜
門
文
庫
本
』
は
Ｃ
Ｄ
句
を
注
し

て
「
参
ス
ル
人
カ
ナ
イ
ホ
ト
ニ
、
五
十
三
人
ノ
知
識
ハ
、
イ
ツ
レ
モ
門
ヲ
西
風

ニ
掩
テ
ヲ
ル
ヘ
キ
ソ
、
千
聖
不
伝
ノ
処
ナ
リ
」
と
称
揚
す
る
。
ま
た
『
啓
蒙

抄
』
は
、
Ｃ
句
を
「
南
詢
ノ
由
来
モ
入
ラ
ヌ
無
参
チ
ヤ
ホ
ト
ニ
、
参
問
ヲ
受
ル

五
十
三
ノ
知
識
ノ
有
様
ハ
、
第
四
句
ノ
云
様
ナ
ラ
ン
」
と
注
し
、
Ｄ
句
を
「
知

識
ノ
門
々
ニ
ハ
誰
参
ス
ル
人
モ
無
フ
テ
、
西
風
ノ
秋
ノ
蕭
条
寂
寥
タ
ル
体
ノ
様
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『
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湖
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佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

ニ
、
五
十
三
人
共
ニ
一
様
ニ
サ
ヒ
カ
ヘ
ラ
メ
ト
ソ
」
と
注
し
て
い
る
。「
サ
ヒ

カ
ヘ
る
」（
寂
返
る
）
と
は
、
物
音
一
つ
せ
ず
、
人
の
い
る
気
配
さ
え
感
じ
ら

れ
な
い
静
け
さ
と
な
る
こ
と
（『
時
代
別
国
語
大
辞
典
・
室
町
時
代
篇
』）。
ま

た
Ｄ
句
に
つ
い
て
『
首
書
』、『
夾
山
抄
』、『
添
足
』
は
、
柳
宗
元
の
「
門
掩
侯

虫
秋
、壁
空
残
月
空
」
の
詩
句
の
意
で
あ
る
と
注
し
て
い
る
。
但
し
『
全
唐
詩
』

巻
三
百
五
十
一
所
収
の
柳
宗
元
の
詩
「
酬
婁
秀
才
寓
居
開
元
寺
、
早
秋
月
夜
病

中
見
寄
」
で
は
、「
客
有
故
園
思
、瀟
湘
生
夜
愁
。
病
依
居
士
室
、夢
繞
羽
人
丘
。

味
道
憐
知
止
、
遺
名
得
自
求
。
壁
空
残
月
曙
、
門
掩
候
蟲
秋
。
謬
委
双
金
重
、

難
征
雑
佩
酬
。
碧
霄
無
枉
路
、徒
此
助
離
憂
」と
見
え
、句
順
が
異
な
っ
て
い
る
。

（
９
）
古
人
⋮
⋮
一
笛
風
之
句
＝
出
典
未
詳
。
善
財
が
す
べ
て
の
善
知
識
を
遍
参

し
終
え
た
後
の
消
息
を
、
栄
華
の
王
朝
が
滅
び
去
っ
た
悲
嘆
の
情
景
に
な
ぞ
ら

え
る
も
の
。「
落
日
」
以
下
の
句
は
、杜
牧
「
題
宣
州
開
元
寺
水
閣
」（『
全
唐
詩
』

巻
五
百
二
十
二
）
に
「
六
朝
文
物
草
連
空
、
天
澹
雲
閑
今
古
同
。
鳥
去
鳥
来
山

色
裏
、
人
歌
人
哭
水
声
中
。
深
秋
簾
幕
千
家
雨
、
落
日
楼
台
一
笛
風
。
惆
悵
無

因
見
范
蠡
、
参
差
煙
樹
五
湖
東
」
と
見
え
る
。

（
10
）
善
財
南
詢
⋮
⋮
而
立
其
前
＝
善
財
が
五
十
二
番
目
の
知
識
・
弥
勒
の
所
に

至
り
大
楼
閣
に
入
る
場
面
。
字
句
に
異
同
が
あ
る
が
、『
禅
宗
頌
古
聯
珠
通
集
』

巻
四
の
中
、「
善
財
童
子
」
五
則
の
一
つ
に
「
善
財
歴
百
十
城
、
参
五
十
三
位

善
知
識
。
後
到
毗
盧
楼
閣
前
曰
、
是
解
空
無
相
無
作
之
所
住
處
云
云
。
見
楼
閣

門
閉
。
善
財
暫
時
斂
念
曰
、
大
慈
大
悲
願
楼
閣
門
開
、
令
我
得
入
。
尋
時
弥
勒

領
諸
眷
屬
、
至
善
財
前
、
弾
指
一
下
、
楼
閣
門
開
。
善
財
得
入
、
入
已
還
閉
、

見
百
千
万
億
楼
閣
、
一
一
楼
閣
有
一
弥
勒
、
領
諸
眷
属
、
并
有
一
善
財
、
而
在

前
立
。
弥
勒
復
弾
指
云
、
善
男
子
起
、
法
性
如
是
」(

続
蔵
一
一
五
・
二
〇
ｄ
）

と
見
え
、
京
大
本
に
近
い
。

（
11
）
罷
参
休
参
学
事
了
畢
之
時
節
＝
参
学
参
禅
の
終
了
を
い
う
。『
碧
巌
録
』

九
十
六
則
に
「
你
若
透
得
此
三
頌
、便
許
你
罷
參
」(

大
正
蔵
四
八
・
二
一
九
ａ
）

と
見
え
る
。

（
12
）
セ
ヽ
ク
リ
ア
ル
イ
タ
＝
せ
せ
く
り
あ
る
く
（
挵
歩
く
）
は
、
一
つ
と
こ
ろ

に
落
着
い
て
い
な
い
で
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
を
回
っ
て
歩
く
意
（『
時
代
別
国
語

大
辞
典
・
室
町
時
代
篇
』）。

（
13
）
人
々
具
足
⋮
⋮
作
タ
ソ
＝
無
参
の
あ
り
よ
う
を
、
す
で
に
自
己
の
内
に
具

足
し
て
い
る
ゆ
え
に
外
に
求
め
る
必
要
も
無
く
、
ま
た
人
に
与
え
る
も
の
も
無

い
ゆ
え
に
、
な
に
も
為
す
こ
と
の
な
い
状
態
と
解
し
、
そ
れ
こ
そ
が
無
参
で
あ

る
と
す
る
。
一
烈
は
一
列
に
同
じ
。
こ
こ
で
は
四
句
と
も
す
べ
て
無
参
と
捉
え

る
こ
と
を
い
う
。
ま
た
一
烈
に
つ
い
て
『
時
代
別
国
語
大
辞
典
・
室
町
時
代
篇
』

に
「
特
に
禅
宗
に
お
い
て
、
連
用
修
飾
語
に
用
い
ら
れ
、
全
く
そ
の
叙
述
通
り

で
あ
っ
て
、そ
れ
以
外
の
も
の
で
は
な
い
さ
ま
を
強
調
し
て
表
す
」と
あ
り
、「
流

レ
ガ
満
水
ス
レ
バ
、
鳥
雁
ナ
ド
モ
聚
テ
心
好
ク
羽
ブ
ル
イ
ヲ
シ
テ
悦
ブ
、
是
ハ

一
烈
伽
藍
ノ
境
地
ノ
底
ダ
」（『
巨
海
代
抄
』）
等
の
例
を
挙
げ
る
。
こ
れ
に
よ

れ
ば
一
烈
無
参
は
、
ま
さ
に
無
参
そ
の
も
の
と
い
う
意
。
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０
１
２
７
雪
樵

【
京
大
本
略
註
】

（
127
）
雪
樵

号
。

Ａ
拶
二

到
シ
テ

孤
峰
不
白
ノ

処
ニ一

Ｂ
全
身
猶
ヲ

堕
ス二

棘
林
ノ

中
ニ一

Ｃ
到＊

テレ

家
ニ

担
子
両
頭
脱
ス

Ｄ
柴
ハ

自ヲ

青
ク

兮
火
ハ

自
紅
ナ
リ

曹（
１
）山
寂＊

禅
師
、
因
僧
問
、
雪
覆
二

千
山
ヲ一

、
為
甚
麼
孤
峰
不
白
。
師
云
、
須
知
有
二コ
ト
ヲ

異
中
異
一

。
問
、
如
何
是
異
中
異
。
師
曰
、
不
堕
諸
山
色
。

抄
云
、
柴（
２
）青
火
紅
、
是
本
分
之
処
也
。
所
謂
色
々
依
二

旧
故
一

。
脱（
３
）籠
頭
卸
角
駄
、
帰
家
穏
坐
、
則
依
旧
柴
ハ

青
火
ハ

紅
、
無
二

別
事
一

。

【
出
典
】

『
禅
宗
雑
毒
海
』
巻
七
（
続
蔵
二
四
・
九
〇
ｃ
）。

【
校
異
】

＊
到
家
︱
至
家　
　

＊
寂
︱
曹
寂

【
略
註
鈔
】

（
127
）
雪
樵

号
也
。

Ａ
拶
二

到
孤
峰
不
白
ノ

処
ニ一

拶（
４
）
ハ
逼
也
。
拶
到
ハ
、
ツ
メ
到
ル
ト
云
義
也
。
孤（
５
）
峰
不
白
ノ
処

ト
云
ヲ
ハ
、
曹
洞
下
テ
ハ
、
異
中
異
ト
云
テ
高
ク
用
ル
ソ
。
臨

済
下
デ
ハ
、
機
関
ナ
ト
ヽ
見
テ
低
ク
用
ル
ソ
。
余
ノ
山
ニ
ハ
雪

ガ
覆
フ
タ
ガ
、
ナ
ゼ
ニ
ア
ノ
孤
峰
ハ
不
レ

白
ゾ
ト
拶
シ
テ
見
タ
マ

デ
ソ
。
旧
抄
ニ
、
月
洲
ハ
臨
済
宗
ヂ
ヤ
ホ
ト
ニ
、
曹
洞
ノ
法
門

ヲ
バ
用
イ
マ
イ
ト
ア
レ
ト
モ
、
曹
洞
下
ノ
語
ヲ
バ
如
クレ

其
ノ

用
イ
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『
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湖
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佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

デ
ハ
。
拶
二

到
シ

ー
ー
処
ニ一

タ
ト
云
モ
、

Ｂ
全
身
猶
堕
二

棘
林
ノ

中
ニ一 

ニ
堕
シ
タ
物
ヨ
。
棘（
６
）
林
ト
云
ヲ
低
ク
云
処
モ
ア
レ
ト
モ
、
爰
デ

ハ
高
イ
ゾ
。
去
ナ
ガ
ラ
、
機（
７
）不

レハ
レ

離
レレ

位
ヲ

、
堕
二

在
ス

毒
海
ニ一

チ
ヤ

ホ
ト
ニ
、高
上
本
分
之
処
ニ
モ
堕
ス
レ
ハ
、ワ
ル
イ
ソ
。
雲（
８
）門
云
、

平
地
上
死
人
無
数
、
透
二

過
セ
ハ

荊
棘
林
ヲ一

者
是
レ

好
手
ナ
ラ
ン

ト
一
意

ソ
。
又（
９
）
薬
山
ノ
語
ニ
、
汝
ガ

父
母
通
身
紅
爛
シ
テ

臥
シ
テ

在
二

荊
棘
林

中
ニ一

ナ
ト
ヽ
ア
ル
ゾ
。
ア
ル
カ
、
其）

10
（

ノ

棘
林
ノ
中
ニ
モ
堕
ス
レ
ハ

断
絶
ス
ル
ゾ
。
堕
セ
ヌ
ト
キ
、

Ｃ
至
レ

家
担
子
両
頭
脱
ス

帰
家
穏
坐
ノ
処
ソ
。
爰
ニ
至
テ
見
レ
ハ
、

Ｄ
柴
ハ

自ヲ

青
ク

兮
火
ハ

自ヲ

紅
ナ
リ

迄
ヂ
ヤ
ソ
。
現
成
ガ
其
儘
本
分
也
。
雪）

11
（

樵
ノ
二
字
ニ
合
テ
ハ
、

一
ノ
句
ハ
雪
也
、
二
三
四
ハ
皆
ナ
樵
ノ
字
ナ
リ
。

【
注
（
127
）】

（
１
）
曹
山
⋮
⋮
山
色
＝
Ａ
句
「
孤
峯
不
白
」
の
出
典
を
示
し
た
注
。『
五
灯
会
元
』

巻
十
三
に「
問
、雪
覆
千
山
。
為
甚
麼
孤
峰
不
白
。
師
曰
、須
知
有
異
中
異
。
曰
、

如
何
是
異
中
異
。
師
曰
、
不
堕
諸
山
色
。」（
続
蔵
一
三
八
・
二
三
九
ａ
）
と
あ

る
の
に
拠
る
。
曹
山
禅
師
に
僧
が
「
雪
が
多
く
の
山
を
覆
っ
て
い
る
中
に
な
ぜ

一
つ
だ
け
白
く
な
い
峰
（
＝
孤
峯
不
白
）
が
あ
る
の
か
」
と
問
う
と
、師
は
「
異

な
る
中
に
も
特
に
異
な
る
も
の
が
あ
る
の
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
答

え
た
。「
異
な
る
中
の
特
に
異
な
る
も
の
と
は
い
か
な
る
も
の
か
」
と
問
う
と
、

師
の
答
え
は
「
凡
百
の
山
の
色
と
い
っ
し
ょ
に
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
」。

（
２
）
柴
青
⋮
⋮
依
旧
故
＝
底
本
は
「
旧
故
に
依
る
」
と
訓
読
し
て
い
る
が
、
版

本
で
は
「
旧
に
依
る
故
な
り
」
と
す
る
。
柴
が
青
く
火
が
紅
な
の
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
本
分
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
あ
り
よ
う
は
、も
と
の
ま
ま
だ
か
ら
で
あ
る
。

（
３
）
脱
籠
⋮
⋮
別
事
＝
Ｃ
句
へ
の
注
。
家
に
帰
っ
て
荷
を
下
ろ
す
と
い
う
共
通

点
か
ら
『
碧
巌
録
』
な
ど
に
見
え
る
語
を
引
く
。「
脱
籠
⋮
⋮
角
駄
」
は
、
お

も
が
い
（
＝
く
つ
わ
を
固
定
す
る
た
め
に
、馬
の
顔
に
つ
け
る
緒
）
を
は
ず
し
、

鞍
の
荷
を
お
ろ
す
。
束
縛
か
ら
自
由
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
な
れ
ば
、
本
来
の

場
に
落
ち
着
き
（
帰
家
穏
坐
）、
柴
は
青
、
火
は
紅
と
い
う
元
通
り
の
色
で
、

特
別
な
こ
と
は
な
い
。『
碧
巌
録
』
二
十
一
則
垂
示
に
「
建
法
幢
立
宗
旨
、
錦

上
鋪
花
。
脱
籠
頭
卸
角
駄
、太
平
時
節
」（
大
正
蔵
四
八
・
一
六
一
ｃ
）
と
あ
る
。

（
４
）
拶
ハ
⋮
⋮
義
也
＝
『
古
今
韻
会
挙
要
』
二
十
七
「
拶
」
に
「
子
末
切
。
逼
也
。

韓
雪
詩
、
崩
騰
相
排
拶
」
と
あ
る
。

（
５
）孤
峰
⋮
⋮
見
タ
マ
デ
ソ
＝「
孤
峰
不
白
処
」を
曹
洞
下
で
は「
異
中
異
」と
い
っ
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湖
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て
重
い
意
味
で
用
い
る
。
臨
済
下
で
は
機
関
（
＝
修
行
者
を
導
く
小
手
先
の
手

だ
て
）と
見
て
、軽
い
意
味
で
用
い
る
。「
ほ
か
の
山
は
雪
が
覆
っ
て
い
る
の
に
、

な
ぜ
あ
の
峰
だ
け
白
く
な
い
の
か
」
と
相
手
を
試
し
た
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。

（
６
）
棘
林
ト
⋮
⋮
高
イ
ゾ
＝
棘
林
を
修
行
の
場
と
し
て
低
く
見
る
場
合
も
あ
る

が
、
こ
こ
で
は
高
い
。（
８
）（
９
）
で
高
い
例
が
示
さ
れ
る
。

（
７
）
機
不
⋮
⋮
毒
海
＝
『
碧
巌
録
』
二
十
五
垂
示
に
見
え
る
語
（
大
正
蔵

四
八
・
一
六
五
ｃ
）。働
き
は
自
在
で
な
け
れ
ば
毒
海
に
は
ま
り
こ
む
の
だ
か
ら
、

高
い
境
地
に
あ
っ
て
も
そ
こ
に
安
住
す
る
な
ら
ば
、
悪
い
こ
と
で
あ
る
。

（
８
）
雲
門
⋮
⋮
好
手
＝
『
雲
門
広
録
』
巻
二
に
「
師
有
時
云
、平
地
上
死
人
無
数
、

過
得
荊
棘
林
者
是
好
手
」（
大
正
蔵
四
七
・
五
五
四
ｂ
）
と
あ
り
、『
五
灯
会
元
』

巻
十
五
に
も
同
文
が
載
る
（
続
蔵
一
三
八
・
二
八
〇
ａ
）。
荊
棘
林
が
よ
い
修
行

の
場
で
あ
る
こ
と
を
言
う
。

（
９
）
又
薬
山
⋮
⋮
荊
棘
林
中
＝
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
十
四
薬
山
章
に
「
師
曰
、

汝
父
母
遍
身
紅
爛
臥
在
荊
棘
林
中
、
汝
帰
何
所
。」（
大
正
蔵
五
一
・
三
一
一
ｃ
）

と
あ
る
の
に
拠
る
。
こ
れ
も
、
荊
棘
林
が
よ
い
修
行
の
場
で
あ
る
こ
と
を
言
っ

た
も
の
。

（
10
）
其
棘
林
⋮
⋮
帰
家
穏
坐
ノ
処
ソ
＝
そ
の
棘
林
で
も
、
安
住
す
れ
ば
修
行
は

断
絶
す
る
。
安
住
し
な
い
と
き
、
本
来
の
場
に
落
ち
着
く
。

（
11
）
雪
樵
ノ
⋮
⋮
字
ナ
リ
＝
雪
・
樵
の
二
字
を
割
り
振
る
と
第
一
句
は
雪
、
他

の
句
は
樵
で
あ
る
。

０
１
２
８

【
京
大
本
略
註
】

（
128
）
竹
堂

号
。

Ａ
曲
キ
ヨ
ク

々
斜
々
垂
示
ノ

処
ロ

Ｂ
也
タ

知
多
福
ノ

老
婆
心

Ｃ
若
シ

還マ
タ

真
正
ニ

挙
揚
シ

去
ハ

Ｄ
荒
草
階
前
一
丈
深
カ
ラ
ン

僧（
１
）問
多
福
、如
何
是
多
福
一
叢
竹
。
師
云
、一
茎
両
茎
斜
。
僧
云
、学
人
不
会
。
師
曰
、三
茎
四
茎
曲
。
長（
２
）沙
岑
禅
師
上
堂
曰
、我
若
真
正
挙
揚
去
、

法
堂
前
草
深
一
丈
。
普（
３
）灯
録
第
四
、
黄
龍
祖
心
因
読
伝
灯
、
至
多
福
一
叢
竹
、
於
此
頓
証
云＊

。



一
〇

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
一
〇
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

［
欄
外
注
］

杭
州
多
福
和
尚
。

［
傍
注
］

Ａ　

竹（
４
）。

【
出
典
】不明

。

【
校
異
】＊云

︱
云
云

【
略
註
鈔
】

（
128
）
竹
堂

号
也
。

Ａ
曲
々
斜
々
垂
示
ノ

処

多（
５
）
福
ニ
如
何
是
多
福
一
叢
竹
ト
問
タ
レ
ハ
、
一
茎
両
茎
ハ

斜
ニ

、

三
茎
四
茎
ハ

曲
レ
リ

、
ト
答
話
シ
タ
ガ
垂
示
ゾ
。
多
福
ノ
一
茎
ー
ー

曲
ト
云
ハ
ズ
ト
モ
、
垂
示
ガ
皆
斜
曲
ゾ
。

Ｂ
也
タ

知
ル

多
福
ノ

老
婆
心

垂
示
ス
ル
ガ
老
婆
心
也
。

Ｃ
若
シ

還マ
タ

真
正
ニ

挙コ

揚
シ

去
ラ
ハ

真（
６
）正
ニ
挙
揚
セ
バ
、
一
言
モ
放
サ
ズ
掃
イ
立
テ
ヽ
行
ズ
ヘ
キ
ゾ
。

サ
ア
ラ
ウ
ニ
ハ
、

Ｄ
荒
草
階
前
一
丈
深
カ
ラ
ン

法
堂
前
草
深
コ
ト

一
丈
デ
、
誰
デ
モ
ヨ
リ
付
ク
者
ハ
ア
ル
マ
ジ
キ

ソ
。
竹（
７
）
堂
ノ
二
字
ニ
合
テ
ハ
、
一
二
ノ
句
ハ
竹
ノ
字
ヲ
打
ス
。

三
四
ハ
堂
ノ
字
ヲ
打
ス
ナ
リ
。
竹
ヲ
不
秋
草
ト
云
ホ
ト
ニ
、
荒

草
ト
云
処
ニ
竹
ノ
字
モ
ア
ル
ト
イ
ヘ
ト
モ
、
ア
マ
リ
コ
ウ
ヘ
イ

ス
ギ
タ
ゾ
。



一
一

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
一
〇
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

【
注
（
128
）】

（
１
）
僧
問
多
福
⋮
⋮
四
茎
曲
＝
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
十
一
に
「
杭
州
多
福
和
尚
、

僧
問
、
如
何
是
多
福
一
叢
竹
。
師
曰
、
一
茎
両
茎
斜
。
曰
、
学
人
不
会
。
師
曰
、

三
茎
四
茎
曲
」（
大
正
蔵
五
一
・
二
八
七
ｃ
）
と
あ
る
問
答
。『
五
灯
会
元
』『
嘉

泰
普
灯
録
』
等
に
も
見
え
る
。
欄
外
注
も
こ
れ
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
２
）
長
沙
岑
⋮
⋮
深
一
丈
＝
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
十
に
「
湖
南
長
沙
景
岑
号
招

賢
大
師
、（
中
略
）
上
堂
曰
、
我
若
一
向
挙
揚
宗
教
、
法
堂
裏
須
草
深
一
丈
。

我
事
不
獲
已
、
所
以
向
汝
諸
人
道
（
下
略
）」（
大
正
蔵
五
一
・
二
七
四
ａ
）
と

あ
る
が
、『
聯
灯
会
要
』
巻
六
に
「
示
衆
云
、
我
若
一
向
挙
揚
宗
教
、
法
堂
前

草
深
一
丈
」（
続
蔵
一
三
六
・
二
六
八
ｃ
）
と
あ
る
の
が
近
い
か
。「
真
正
」
と

す
る
本
文
は
『
剣
関
子
益
禅
師
語
録
』
巻
一
・
小
参
に
「
真
正
挙
揚
、
法
堂
前

草
深
一
丈
」（
続
蔵
一
二
二
・
四
五
ａ
）
な
ど
、
法
語
中
に
引
か
れ
る
場
合
に
い

く
つ
か
見
ら
れ
る
。

（
３
）
普
灯
録
⋮
⋮
於
此
頓
証
云
＝
『
嘉
泰
普
灯
録
』
巻
四
・
黄
龍
祖
心
禅
師
章

に
「
因
読
伝
灯
、
至
僧
問
多
福
、
如
何
是
多
福
一
叢
竹
、
曰
、
一
茎
両
茎
斜
、

云
、
学
人
不
会
、
曰
、
三
茎
四
茎
曲
、
於
是
頓
証
明
二
師
垂
手
処
」（
続
蔵

一
三
七
・
四
三
ｂ
）
と
あ
る
。「
二
師
」
は
そ
れ
ま
で
師
事
し
て
い
た
雲
峰
文
悦

と
黄
龍
慧
南
。『
略
註
抄
』
が
述
べ
る
よ
う
に
、
多
福
の
答
え
が
弟
子
を
導
く

老
婆
心
で
あ
る
こ
と
を
こ
の
逸
話
が
証
明
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
に
引
か
れ
た

の
だ
ろ
う
。

（
４
）
竹
＝
Ａ
句
は
「
竹
堂
」
の
う
ち
「
竹
」
を
詠
む
、
の
意
。

（
５
）
多
福
ニ
如
何
⋮
⋮
斜
曲
ゾ
＝
注
（
１
）
所
引
の
問
答
に
つ
い
て
述
べ
る
。

師
の
禅
風
を
比
喩
的
に
尋
ね
た
つ
も
り
だ
っ
た
僧
の
問
い
か
け
に
対
し
て
、
多

福
は
竹
そ
の
も
の
の
形
状
を
あ
り
の
ま
ま
、し
か
も
二
度
に
わ
た
っ
て
答
え
た
。

こ
れ
こ
そ
が
弟
子
を
導
く
親
切
な
（
老
婆
心
を
持
っ
た
）
垂
示
に
な
っ
て
い
る
、

と
い
う
も
の
。

（
６
）
真
正
ニ
⋮
⋮
ア
ル
マ
ジ
キ
ソ
＝
本
当
に
禅
の
教
え
の
厳
し
さ
を
示
す
の
で

あ
れ
ば
、
無
言
の
ま
ま
追
い
払
っ
た
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
で
は
教
え
を
聞
き
に
来

る
者
は
い
な
く
な
り
、
法
堂
の
前
は
草
ぼ
う
ぼ
う
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
、
Ａ
Ｂ
句

に
示
し
た
よ
う
な
老
婆
心
も
必
要
だ
、
と
諭
し
て
い
る
、
と
い
う
も
の
。

（
７
）
竹
堂
ノ
二
字
⋮
⋮
ス
ギ
タ
ゾ
＝
前
半
二
句
が
「
竹
」、
後
半
二
句
が
「
堂
」

を
表
現
し
た
も
の
で
、竹
の
別
名「
不
秋
草
」か
ら
す
れ
ば
Ｄ
句「
荒
草
」に「
竹
」

の
意
を
含
ま
せ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
あ
ま
り
に
頭
で
っ
か
ち
の
見

方
だ
、
と
す
る
。「
竜
門
文
庫
本
」『
襟
帯
集
』
と
も
「
不
秋
草
」
を
根
拠
に
Ｄ

句
を
「
竹
」
と
す
る
こ
と
を
否
定
す
る
。「
竜
門
文
庫
本
」
は
さ
ら
に
、
彭
叔

守
仙
の
意
見
（「
瓢
謂
」）
と
し
て
、
Ｃ
句
「
挙
揚
」
に
竹
、
Ａ
句
「
垂
示
」
に

堂
の
意
を
含
む
か
、
と
も
言
う
。「
不
秋
草
」
は
、
金
の
馬
天
来
の
詩
「
賦
丹

霞
下
寺
竹
」
に
「
天
人
解
種
不
秋
草
、
欲
界
独
為
無
色
花
」
と
あ
る
。
こ
の
詩

は
金
・
元
好
問
編
『
中
州
集
』
に
収
め
ら
れ
、
万
里
集
九
『
梅
花
無
尽
蔵
』
一

「
題
扇
面
竹
」
に
「
指
竹
呼
花
宋
末
言
、毎
看
尚
帯
不
秋
姿
」、そ
の
自
注
に
「
呼

竹
為
無
色
花
・
不
秋
草
、見
中
州
集
」と
あ
る（
五
山
文
学
新
集
六
・
六
六
五
）。「
コ

ウ
ヘ
イ
」
は
こ
ま
っ
し
ゃ
く
れ
た
子
ど
も
の
こ
と
や
、
あ
ま
り
に
こ
じ
つ
け
な

解
釈
に
対
し
て
用
い
る
語
で
、『
時
代
別
国
語
大
辞
典
室
町
時
代
編
』
で
は
『
襟

帯
集
』
の
こ
の
部
分
（『
略
註
鈔
』
と
ほ
ぼ
同
文
）
が
用
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ



一
二

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
一
〇
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

て
い
る
。

０
１
２
９
香
厳
撃
竹

【
京
大
本
『
略
註
』】

（
三
一
）
九
峰
ノ

昇
和
尚

瑞（
１
）州
九
峰
山
高
四
（
西
カ
）五
十
里
、
其
峰
奇
秀＊

。

（
129
）
香
厳
ノ

撃
竹

一（
２
）本
此
篇
以
為
月
洲
作
之
内
。

Ａ
放
二

下
シ
テ

身
心
ヲ一

如
二

弊ヘ
イ

箒シ
ウ
ノ一

Ｂ
拈
シ

来
レ
ハ

瓦
礫
モ

是
レ

黄
金

Ｃ
驀
然
ト
シ
テ

一
下
ニ

打
得
着ク

Ｄ
大
地
山
河
一
法
沈
ム

香（
３
）厳
禾
上
泣
テ

辞
二

潙
山
ヲ一

。
直
ニ

抵イ
タ

二ツ
テ

南
陽
ニ一

、覩
テ二

忠
国
師
ノ

遺
跡
ヲ一

、遂
ニ

憩
止
ス

焉
。
一
日
因
ニ

芟カ
レツ
テ

草
ヲ

、以
二

瓦
礫
一

撃
レ

竹
作
レ

声
、忽
然
省
悟
ス

。

遥
ニ

礼
二

潙
山
ヲ一

、
讃
シ
テ

云
、
和
尚
大
悲
、
恩
踰コ
ヱ

二タ
リ

父
母
ニ一

。
当
時
若
為
ニレ

我
説
破
セ
ハ

、
何
ソ

有
ン二

今
日
之
事
一

。
乃
有
二

一
偈
一

云
、
一
撃
忘
二

所
知
ヲ一

、

更
不
レ

仮
二

修
治
ヲ一

、
動
容
ニ

揚
ク二

古
路
ヲ一

、
不
レ

堕＊

二

悄
然
ノ

機
ニ一

、
処
々
無
二

蹤
跡
一

、
声
色
ノ

外
ノ

威
儀
、
諸
方
達
道
ノ

者
、
咸ミ
ナ

言
上
ノ々

機
ト

。
聞（
４
）偃
渓

住
ス二

香
山
ニ一

、
除
夜
小
参
、
一
法
若
有
ナ
レ
ハ

、
山
河
大
地
平
沈
ス

、
万
法
若
無
ナ
レ
ハ

、
森
羅
万
象
顕
煥＊

。

［
欄
外
注
］

此（
５
）集
凡
載
其
本
貫
。
率
庵
載
住
院
寺
。
此
九
峰
者
、
寺
耶
号
、
定
非
生
縁
。

一（
６
）撃
之
下
、
大
地
山
河
、
和
一
法
而
平
沈
了
也
。
一
法
也
不
立
也
。

古（
７
）人
云
、
一
法
若
有
、
毘
盧
堕
在
凡
夫
、
万
法
若
無
、
普
賢
失
其
境
界
。



一
三

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
一
〇
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

【
出
典
】

『
禅
宗
頌
古
聯
珠
通
集
』
巻
二
十
五
（
続
蔵
一
一
五
･
一
五
九
ｂ
）。
ま
た
Ａ
Ｂ
句
が
『
禅
林
句
集
』
に
引
用
さ
れ
る
。

【
校
異
】

＊
秀
︱
秀
古
抄
云
師
承
未
考　
　

＊
堕
悄
︱
随
消　
　

＊
煥
︱
煥
古
人
云
一
法
若
有
毘
盧
堕
在
凡
夫
万
法
若
無
普
賢
失
其
境
界

【
略
註
鈔
】

（
三
一
）
九
峰
昇
禅
師

（
129
）
香
厳
撃
竹

Ａ
放
二

下
身
心
ヲ一

如
シレ

弊
箒
ノ

香（
８
）厳
ノ
、
瓦
礫
テ
竹
ヲ
打
ツ
声
ヲ
聞
テ
悟
ラ
レ
タ
ヲ
頌
シ
タ
ソ
。

身
心
ト
モ
ニ
放
下
シ
テ
、
古
ル
箒
ノ
ヤ
ウ
ニ
ナ
ラ
レ
タ
ソ
。

Ｂ
拈
来
レ
ハ

瓦
礫
モ

是
レ

黄
金

如（
９
）レ

此
無
心
ニ
ナ
リ
得
レ
ハ
、
瓦
礫
ヲ
取
タ
モ
黄
金
ソ
。
悟
リ
ニ

モ
次
第
ガ
ア
ル
ソ
。
始
ハ
心
機
意
識
ガ
休
ム
ソ
。
次
ニ
ハ
如
来

禅
ヲ
会
ス
ル
ソ
。
終
ニ

ハ
祖
師
禅
ヲ
会
ス
ル
ソ
。
サ
ル
ホ
ト
ニ
、

大
悟
十
八
度
小
悟
無
数
ト
云
タ
モ
、
ウ
ソ
テ
ハ
無
ゾ
。

Ｃ
驀
然
ト
シ
テ

一
下
ニ

打
得
著

竹）
10
（

ニ
瓦
ヲ
、
ハ
ツ
チ
ト
ハ
キ
ア
テ
タ
処
ソ
。
悟
入
ノ
処
タ
ソ
。

Ｄ
大
地
山
河
一
法
沈

大）
11
（

地
山
河
ハ
、
何
ン
ニ
モ
無
ソ
。
山
河
大
地
ノ
万
法
ハ
、
自
己

カ
ラ
出
タ
ゾ
。
ホ
ト
ニ
、
悟
入
ノ
処
デ
、
尽
ク
又
自
己
ニ
帰
シ

タ
ソ
。
ト
キ
、
大
地
山
河
ハ
、
一
法
モ
無
ソ
。
心
生
レ
ハ

種
ノ々

法

生
シ

、
心
滅
ス
レ
ハ

種
ノ々

法
滅
ス

ト
一
意
ナ
リ

。



一
四

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
一
〇
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

【
注
（
129
）】

（
1
）
瑞
州
九
峰
山
高
四
五
十
里
其
峰
奇
秀
＝
『
方
輿
勝
覧
』
巻
二
十
、「
瑞
州
」

の
項
に
「
九
峰
山
︿
在
上
高
西
五
十
里
、
其
峰
奇
秀
﹀」
と
見
え
、
ま
た
、『
大

明
一
統
志
』
巻
五
十
七
に
は
「
九
峰
山
、
在
上
高
県
西
五
十
里
、
其
峰
有
九
」

と
あ
る
。
九
峰
山
は
「
瑞
州
（
江
西
省
高
安
県
）」
に
所
在
す
る
。「
寛
永
本
」

に
は
「
古
抄
云
、
師
承
未
考
」
と
あ
り
、『
訓
解
添
足
』
は
、「
此
ノ
七
字
、
東

陽
ノ
之
本
傍
注
也
」
と
指
摘
す
る
。「
九
峰
昇
和
尚
」
に
つ
い
て
は
未
詳
。

（
2
）
一
本
此
篇
以
為
月
洲
作
之
内
＝
別
本
に
本
偈
頌
の
作
者
を
一
つ
前
の
月
洲

法
乗
の
作
と
す
る
こ
と
を
言
う
。
五
山
版
等
、管
見
の
伝
本
で
は
見
出
せ
な
い
。

（
3
）
香
厳
禾
上
泣
辞
⋮
⋮
咸
言
上
々
機
＝
Ａ
Ｂ
句
の
注
。『
五
灯
会
元
』
巻
九

「
香
厳
智
閑
」
章
（
続
蔵
一
三
八
・
一
六
四
ａ
）
に
見
え
る
一
文
が
最
も
近
似
し
、

典
拠
か
と
推
察
す
る
。『
訓
解
添
足
』
は
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
十
一
「
香
厳
」

章
を
典
拠
に
上
げ
る
。
偈
の
題
に
見
る
と
お
り
、「
香
厳
撃
竹
」
の
話
頭
を
主

題
と
す
る
が
、
こ
こ
で
は
表
現
と
し
て
も
「
弊
箒
」
と
「
瓦
礫
」
を
そ
の
詩
句

と
し
て
用
い
て
い
る
。「
香
厳
撃
竹
」
の
話
は
、「
見
桃
花
悟
道
」
が
「
見
色
明

心
」
の
話
と
し
て
有
名
な
よ
う
に
、「
聞
声
悟
道
」
の
典
型
と
さ
れ
る
。
香
厳
は
、

潙
山
と
の
機
縁
叶
わ
ず
、
そ
の
も
と
を
離
れ
、
南
陽
慧
忠
の
故
地
に
と
ど
ま
り
、

草
刈
り
の
作
務
を
し
て
い
た
。
そ
の
時
、
瓦
礫
が
飛
ん
で
竹
に
ぶ
つ
か
る
音
を

聞
い
て
、忽
然
と
し
て
大
悟
し
た
。潙
山
を
讃
歎
礼
拝
し
て
言
う
こ
と
に
は
、「
師

の
大
慈
悲
の
法
恩
は
、
父
母
の
恩
を
遥
か
に
越
え
る
。
あ
の
と
き
、
も
し
総
て

を
説
き
尽
く
さ
れ
た
な
ら
ば
、
今
日
の
悟
り
は
あ
り
得
な
か
っ
た
」
と
。
そ
こ

で
一
偈
を
作
っ
て
言
う
、「
あ
の
一
撃
の
音
を
聞
い
て
知
識
の
と
ら
わ
れ
を
無

く
し
、
全
く
修
行
の
必
要
が
な
く
な
っ
た
。
自
ら
の
振
る
舞
い
は
先
聖
の
道
を

挙
揚
し
、し
か
も
ひ
っ
そ
り
と
し
た
（
無
事
）
の
機
に
も
落
ち
込
ま
な
い
。
処
々

に
在
っ
て
も
そ
の
跡
形
は
な
く
、
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
現
象
世
界
の
外
側
の
営
為

に
外
な
ら
な
い
。
諸
方
の
達
道
者
は
、
こ
ぞ
っ
て
こ
の
上
な
い
機
用
だ
と
讃
嘆

す
る
」
と
。
因
み
に
、
こ
の
話
頭
に
は
、
前
段
階
が
あ
る
。
香
厳
智
閑
が
久
し

く
百
丈
懐
海
会
下
に
学
び
、
香
厳
は
、
一
を
問
え
ば
十
を
答
え
る
よ
う
な
聡
明

霊
利
の
漢
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
が
、
百
丈
懐
海
の
遷
化
に
よ
り
、
潙
山
霊
祐

に
参
ず
る
事
に
な
っ
た
。
潙
山
に
「
生
死
の
根
本
、
父
母
未
生
の
時
、
試
み
に

一
句
道
い
看
よ
」
と
問
わ
れ
、
只
忘
然
と
す
る
ば
か
り
だ
っ
た
。
そ
の
後
も
日

来
見
聞
し
身
に
付
け
た
知
識
で
は
、
契
当
す
る
こ
と
は
叶
わ
な
か
っ
た
。
そ
こ

で
、自
己
の
見
識
が
画
餅
に
過
ぎ
な
い
と
知
り
、教
え
を
請
う
が
、潙
山
は
「
今

お
前
に
法
を
説
け
ば
、
後
々
お
前
は
そ
の
事
を
悔
い
て
私
を
呵
罵
す
る
こ
と
に

な
ろ
う
。
私
の
説
く
法
は
私
だ
け
の
も
の
で
あ
り
、
お
前
の
悟
り
と
は
全
く
関

わ
り
が
無
い
」
と
言
っ
て
、
説
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。
香
厳
は
、
今
ま
で
書
き

留
め
た
文
字
言
句
を
を
全
て
焼
却
し
、
一
生
仏
法
を
学
ば
な
い
と
決
意
し
、
一

人
の
長
行
粥
飯
僧
（
一
介
の
修
行
僧
）
と
な
り
、
も
は
や
心
を
疲
れ
さ
せ
る
こ

と
か
ら
解
放
さ
れ
た
。
や
が
て
潙
山
の
も
と
を
離
れ
た
。
上
記
の
話
が
、「
香

厳
撃
竹
」の
話
の
前
提
と
な
る
。「
長
行
粥
飯
」（
常
に
粥
飯
を
行
ず
る
）と
は
、「
粥

飯
因
縁
」
が
坐
禅
学
道
の
意
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
叢
林
の
修
行
弁
道
を
す
る

の
意
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
一
介
の
修
行
僧
と
な
る
、
の
意
か
。

（
4
）
聞
偃
渓
住
香
山
⋮
⋮
森
羅
万
象
顕
煥
＝
『
偃
渓
広
聞
語
録
』
巻
一
「
香
山

寺
語
録
」
に
「
除
夜
小
参
、
一
法
若
有
、
山
河
大
地
平
沈
。
万
法
若
無
、
森
羅



一
五

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
一
〇
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

萬
像
顕
煥
。
旧
歳
今
宵
去
、
去
去
実
不
去
、
新
年
明
日
来
、
来
来
実
不
来
。
擊

払
子
云
、
尽
向
者
裡
、
一
時
擊
砕
了
也
。
一
法
万
法
、
新
年
旧
年
、
大
地
全

収
、
千
差
一
挙
。
絶
去
来
、
没
回
互
、
回
時
更
相
涉
、
不
尓
依
位
住
」（
続
蔵

一
二
一･

一
三
一
ａ
）
と
見
え
る
。
若
し
一
法
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
現
前
の
世

界
は
（
そ
の
一
法
と
共
に
）
埋
没
し
て
し
ま
う
。
若
し
あ
ら
ゆ
る
法
が
存
在
し

な
い
と
す
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
事
象
は
明
ら
か
に
き
ら
め
く
、
の
意
か
。

（
5
）
此
集
凡
載
⋮
⋮
定
非
生
縁
＝
『
江
湖
風
月
集
』
に
お
け
る
偈
頌
の
作
者
名

に
つ
い
て
は
、
法
諱
に
本
貫
（
生
縁
の
地
）
を
冠
す
る
表
記
が
多
い
が
、
率
庵

梵
琮
の
よ
う
に
、
住
し
た
寺
院
名
を
冠
す
る
場
合
も
あ
る
。
こ
の
九
峰
は
、
寺

院
名
な
の
か
道
号
な
の
か
、
き
っ
と
生
縁
で
は
あ
る
ま
い
、
と
注
す
る
。

（
6
）
一
撃
之
下
⋮
⋮
一
法
也
不
立
也
＝
香
厳
が
撃
竹
の
音
を
聞
い
た
時
、
現
前

の
世
界
は
そ
の
一
法
（
香
厳
の
悟
り
）
と
と
も
に
空
無
に
帰
し
た
。
も
は
や
香

厳
の
悟
り
す
ら
措
定
し
得
な
い
、
あ
ら
ゆ
る
認
識
も
言
葉
も
介
在
す
る
事
の
で

き
な
い
世
界
。

（
7
）
古
人
云
一
法
若
有
⋮
⋮
普
賢
失
其
境
界
＝
注
（
4
）
に
関
す
る
注
。『
円
悟

語
録
』
巻
二
（
大
正
蔵
四
七
・
七
一
八
ｃ
）
に
み
え
る
語
。
一
法
が
確
か
に
有

る
と
す
れ
ば
、
毘
盧
舍
那
仏
も
凡
夫
の
境
界
に
堕
在
す
る
、
万
法
（
あ
ら
ゆ
る

事
象
）
が
存
在
し
な
い
と
す
れ
ば
、
普
賢
菩
薩
は
そ
の
境
界
を
失
う
、
の
意
。

仏
菩
薩
も
有
無
の
相
待
に
落
ち
込
め
ば
、
そ
の
悟
境
は
失
わ
れ
る
、
の
意
か
。

偃
渓
広
聞
の
語
で
は
、
一
法
を
在
る
と
す
る
考
え
方
を
抑
下
し
、
万
法
を
措
定

し
な
い
あ
り
か
た
を
托
上
す
る
。有
無
相
待
の
枠
組
み
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
、

円
吾
の
説
は
、
偃
渓
の
そ
れ
と
は
異
な
っ
て
い
る
様
に
見
え
る
。

（
8
）
香
厳
ノ
瓦
礫
テ
⋮
⋮
ニ
ナ
ラ
レ
タ
ソ
＝
本
偈
頌
は
「
香
厳
撃
竹
」
の
話
頭

を
主
題
と
す
る
偈
頌
で
あ
る
。Ａ
句
は
、身
心
を
放
下
し
て
、役
に
立
た
な
い（
機

能
し
な
い
）
古
箒
の
よ
う
に
な
る
（
働
き
の
無
い
境
界
に
到
る
）。「
龍
門
文
庫

本
」
は
「
放
下
ー
ー
、
弊
帚
ハ
、
何
ノ
役
ニ
モ
不
レ
立
物
也
。
第
一
句
、
身
心

ヲ
閑
事
ト
看
タ
上
テ
ハ
、物
ト
シ
テ
無
レ
不
二ス
ト
云
コ
ト
這
个
ニ一
」と
あ
る
。『
襟
帯
集
』

も
「
撃
レ
竹
聲
ヲ
聞
テ
悟
テ
、
潙
山
ノ
細
ニ
説
テ
キ
カ
セ
ラ
レ
タ
ハ
、
今
日
ノ
悟

ハ
ア
ル
マ
イ
ト
云
テ
、
頌
ヲ
ツ
ク
ラ
レ
タ
ソ
。
潙
山
ノ
此
子
徹
也
ト
云
ワ
レ
タ

ソ
。
仰
山
ノ
此
ヲ
聞
テ
、心
機
意
識
ハ
侭
タ
ト
云
ワ
レ
タ
。
曹
洞
宗
ニ
ハ
、コ
ゝ

ラ
ヲ
正
位
一
色
ト
云
ケ
ナ
ソ
。
仰
山
ノ
法
眷
チ
ヤ
呈
ニ
、
マ
ヘ
キ
ハ
リ
キ
ハ
ツ

テ
作
ラ
レ
ヨ
ト
云
ワ
レ
タ
処
テ
、
又
作
ラ
レ
タ
。
一
ノ
句
、
身
ト
云
モ
心
ト
云

モ
、
ス
ツ
ト
放
下
シ
テ
、
如
寒
灰
弊
帚
ト
思
ウ
ソ
」
と
注
す
る

（
9
）
如
此
無
心
ニ
⋮
⋮
ウ
ソ
テ
ハ
無
ゾ
＝
我
が
身
心
を
放
下
し
て
、
無
心
の
境

地
に
至
れ
ば
、
瓦
や
小
石
の
様
な
つ
ま
ら
な
い
物
も
、
黄
金
ノ
価
値
を
持
つ
、

の
意
。
の
み
な
ら
ず
、総
て
は
等
価
に
黄
金
と
な
る
の
意
を
含
む
。
後
半
部
は
、

悟
道
の
階
位
に
つ
い
て
言
う
。
第
一
段
階
は
、心
の
働
き
、意
識
が
休
歇
し
（
無

心
の
境
地
に
到
り
）、
第
二
段
階
で
は
、
如
来
禅
の
境
地
を
会
得
し
、
第
三
段

階
で
終
に
祖
師
禅
の
境
地
に
到
達
す
る
。
上
来
の
段
階
の
悟
り
を
前
提
に
す
れ

ば
、
大
慧
宗
杲
が
「
大
悟
十
八
度
小
悟
無
数
」
と
云
っ
た
と
す
る
の
も
、
決
し

て
虚
言
で
は
無
い
、の
意
。「
如
来
禅
」「
祖
師
禅
」
に
つ
い
て
は
、『
五
灯
会
元
』

巻
九
に
「
潙
山
聞
得
、
謂
仰
山
曰
、
此
子
徹
也
。
仰
曰
、
此
是
心
機
意
識
、
著

述
得
成
。
待
某
甲
親
自
勘
過
。
仰
後
見
師
曰
、
和
尚
、
讃
歎
師
弟
、
発
明
大
事
。

你
試
説
看
。
師
挙
前
頌
、仰
曰
、此
是
夙
習
記
持
而
成
。
若
有
正
悟
、別
更
説
看
。



一
六

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
一
〇
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

師
又
成
頌
曰
、
去
年
貧
、
未
是
貧
、
今
年
貧
、
始
是
貧
、
去
年
貧
、
猶
有
卓
錐

之
地
、今
年
貧
、錐
也
無
。
仰
曰
、如
来
禅
許
師
弟
会
、祖
師
禅
未
夢
見
在
」（
続

蔵
一
三
八･

一
六
四
ａ
）
と
あ
り
、
仰
山
は
、
潙
山
が
香
厳
の
悟
道
を
印
可
し

た
の
に
対
し
て
、仰
山
は
、抑
下
し
て
、如
来
禅
の
会
得
で
在
る
事
は
認
め
る
が
、

祖
師
禅
に
つ
い
て
は
全
く
及
び
も
つ
か
な
い
と
言
っ
た
事
を
踏
ま
え
る
。
同
様

の
記
事
が『
祖
庭
事
苑
』巻
一「
如
来
禅
」（
続
蔵
一
一
三
・
八
ｃ
）に
見
え
る
。「
大

悟
十
八
度
小
悟
無
数
」
に
つ
い
て
は
、
看
話
禅
の
大
成
者
で
あ
る
大
慧
の
悟
道

を
示
す
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
こ
の
語
句
に
つ
い
て
は
、野
口
善
教
氏
の「
大

慧
宗
杲
と
大
悟
小
悟
の
二
句
」（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
教
学
研
究
紀
要
』︿
第
一
一

号
、
臨
済
宗
妙
心
寺
派
教
化
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
三
年
﹀）
に
詳
し
い
。
野
口

氏
に
拠
れ
ば
、
大
慧
の
語
録
を
は
じ
め
と
す
る
著
述
や
、
そ
の
伝
記
資
料
類
に

は
見
え
ず
、
大
慧
自
身
の
言
葉
と
し
て
の
典
拠
は
見
出
せ
な
い
。
こ
の
語
が
広

ま
っ
た
契
機
は
、
雲
棲
袾
宏
『
竹
窓
二
筆
』「
大
悟
小
悟
」
に
あ
り
、
そ
の
渕

源
は
、
宋
濂
撰
「
寂
照
円
明
大
禅
師
壁
峰
金
公
設
利
塔
碑
銘
」
に
み
え
る
「
妙

喜
大
悟
十
有
八
、
小
悟
無
算
」
に
由
来
す
る
と
い
う
。『
襟
帯
集
』
は
、「
ソ
レ

程
ノ
位
（
寒
灰
弊
帚
）
ニ
ナ
ツ
タ
ラ
ハ
、
二
ノ
句
、
ヲ
カ
シ
イ
瓦
礫
ヲ
取
テ
ア

ク
ル
モ
、黄
金
ソ
。
コ
ヽ
ニ
三
重
ノ
悟
リ
カ
ア
ル
也
。
始
ハ
心
機
意
識
ガ
止
ソ
。

次
ニ
ハ
会
二ス
ル
如
来
禅
ヲ
、
終
ニ
ハ
会
二
祖
師
禅
ヲ一
。
由
是
観
レ
ハ
、
大
悟
十
八
度

小
悟
無
数
ト
云
モ
、
ソ
ラ
コ
ト
テ
ハ
無
イ
ソ
」
と
見
え
、
同
様
に
注
す
る
。「
龍

門
文
庫
本
」
は
、「
拈
来
レ
ハ
ー
ー
。
瓦
礫
ヲ
以
テ
、竹
ヲ
打
テ
、悟
故
也
。
言
ハ
、

第
一
ニ
、
身
心
ヲ
閑
事
ト
看
タ
上
テ
ハ
、
物
ト
シ
テ
無
レ
不
二ス
ト
云
コ
ト
這
个
ニ一
」
と

注
し
て
お
り
、
Ｂ
句
に
つ
い
て
、
Ａ
句
で
身
心
を
無
用
の
物
と
看
取
し
た
上
で

は
、あ
ら
ゆ
る
物
が「
這
箇（
真
実
）」に
外
な
ら
な
い
、と
す
る
。「
瓦
礫
」と「
黄

金
」
と
の
関
係
性
を
「
閑
事
」
と
「
這
箇
」
の
対
と
し
て
注
す
る
。『
訓
解
添
足
』

は
、「
第
一
二
ノ
句
、
香
厳
為
ニレ
道
ノ
、
放
二
下
シ
テ
身
心
ヲ一
、
到
二ル
コ
ト
無
心
ニ一
、
如
二

ニ
シ
テ
弊
帚
ノ
不
一ル
カレ
可
レ
用
、
既
ニ
左
右
逢
レ
原
ニ
、
拈
二
箇
ノ
瓦
片
ヲ一
、
亦
是
為
二
黄

金
ト一
也
。
柰
何
セ
ン
猶
是
存
二ス
ル
ヲ
玄
妙
理
性
ヲ一
也
。
此
ハ
頌
二
撃
竹
已
前
ヲ一
」と
あ
り
、

Ａ
Ｂ
句
は
、
身
心
を
放
下
し
て
、
無
心
の
境
地
に
到
る
も
、「
玄
妙
理
性
」（
悟

り
と
い
う
聖
解
）
が
残
存
し
て
い
る
の
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
、
従
っ
て
、
香

厳
の
撃
竹
以
前
の
境
界
を
指
す
と
い
う
。

（
10
）
竹
ニ
瓦
ヲ
⋮
⋮
悟
入
ノ
処
タ
ソ
＝
香
厳
が
掃
い
て
い
る
折
、
勢
い
よ
く
竹

に
瓦
を
当
て
た
、
そ
の
撃
竹
の
端
的
が
悟
入
の
当
処
だ
と
す
る
。

（
11
）
大
地
山
河
ハ
⋮
⋮
種
々
法
滅
ト
一
意
＝
撃
竹
の
当
頭
に
、
山
河
大
地
の
万

象
は
無
く
な
る
。
そ
れ
ら
は
自
己
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
り
、
悟
入
の
時
、
万

法
は
自
己
に
帰
着
す
る
。
そ
の
時
、
山
河
大
地
、
一
法
も
な
い
、
の
意
。「
心

生
レ
ハ
種
ノ々
法
生
シ
、
心
滅
ス
レ
ハ
種
ノ々
法
滅
」
は
、『
大
乗
起
信
論
』
巻
一
「
以

心
生
則
種
種
法
生
、
心
滅
則
種
種
法
滅
故
」（
大
正
蔵
三
二
・
五
七
七
ｂ
）
が
原

拠
で
あ
り
、『
臨
済
録
』
に
は
、「
道
流
、
尓
欲
得
作
仏
、
莫
随
万
物
。
心
生
種

種
法
生
、
心
滅
種
種
法
滅
、
一
心
不
生
、
万
法
無
咎
。
世
与
出
世
、
無
仏
無
法
、

亦
不
現
前
、
亦
不
曽
失
（
下
略
）」（
大
正
蔵
四
七
・
五
〇
二
ｂ
）
と
見
え
る
。



一
七

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
一
〇
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

０
１
３
０　

鞔
更
鼓

【
京
大
本
略
註
】

（
130
）
ル二

更
鼓＊

ヲ一

Ａ
爛
木
頭
辺
釘テ
イ

々
着

Ｂ
死
牛
皮
ニ

有
リ二

活
機
関
一

Ｃ
須
弥
ノ

槌
子
軽
シ
ク

拈
出
ス

Ｄ
撼
二

動
シ
テ

一
天
ノ

星
斗
ヲ一

寒
ム
シ

爛（
１
）木
ー
ー
者
、
鼓
之
箇
＊（
筒
カ
）也
。
釘（
２
）々
着
ハ

、
上
釘
ハ

平
声
、
下
釘
ハ

去
声
也
。
須（
３
）弥
槌
者
、
塩
官
示
衆
ニ

云
、
虚
空
為
レ

鼓
、
須
弥
レ

為
レ

槌
、
甚
麽

人
カ

打
得
ン

。
衆
、
無
レ

語
。
南
泉
聞
テ

云
、
王
老
師
、
不
レ

打
二

這
破
鼓
。
智
（
４
）＊論
云
、
譬
ハ

如
牛
皮
、
未
レ

柔
不
可
屈
折
、
無
信
人
亦
如
是
。
譬
如

牛
皮
已
柔
、
随
用
可
作
、
有
信
人
亦
如
是
。

［
欄
外
注
］

杜（
５
）詩
、
五
更
鼓
角
声
悲
壮
、
三
峡
星
河
影
動
揺
。

【
出
典
】未詳

。『
重
刊
貞
和
類
聚
祖
苑
聯
芳
集
』
巻
八
「
法
器
」
に
、九
峰
作
「
鞔
更
鼓
」
と
し
て
同
詩
を
出
す
。
但
し
「
拈
出
」
を
「
拈
起
」
に
、「
一

天
」
を
「
半
天
」
に
作
る
。『
襟
帯
集
』
に
も
「
一
天
」
の
傍
注
に
「
半
イ
」
と
見
え
る
。
ま
た
五
山
版
は
「
釘
々
」
を
「
丁
釘
」
に
、「
一
天
」

を
「
半
天
」
に
作
る
。

【
校
異
】＊（

題
註
ナ
シ
）
︱
智
論
云
譬
如
牛
皮
未
柔
不
可
屈
折
無
信
人
亦
如
是
譬
如
牛
皮
已
柔
随
用
可
作
有
信
人
亦
如
此

＊
箇
︱
筒

＊
智
論
云
⋮
⋮
有
信
人
亦
如
是
︱
ナ
シ



一
八

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
一
〇
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

【
略
註
鈔
】

（
130
）
ルレ

更
鼓

時（
６
）ノ
大
鼓
ノ
破
レ
タ
ヲ
ハ
リ
ナ
ヲ
シ
タ
ソ
。

Ａ
爛
木
頭
辺
釘
々
着

Ｂ
死
牛
皮
ニ

有
二

活
機
関
一

爛
木
ト
ハ
古
イ
鼓
ノ
筒
ノ
タ
ヽ
レ
タ
ヲ
云
ソ
。
上（
７
）ノ
釘
ハ
平
声
、

下
ノ
釘
ハ
去
声
ソ
。
釘
キ
ノ
ト
キ
ハ
平
声
、
釘
ギ
ウ
ツ
ト
云
ト

キ
ハ
去
声
ソ
。
平
生
ハ
体
ノ
ト
キ
ハ
反
（
仄
カ
）デ
、
用
ノ
ト
キ
ハ
軽
イ

ホ
ト
ニ
平
ゾ
ア
ル
。
爰
デ
ハ
体
ノ
ト
キ
ハ
平
、
用
ノ
ト
キ
ハ
仄

ソ
。
古
ル

筒
ニ
皮
ヲ
釘
ヲ
以
テ
ヒ
シ
〳
〵
ト
打
着
タ
ゾ
。
死（
８
）
牛

皮
有
ー
ー
関
、
死
牛
皮
ヲ
以
テ
ハ
ツ
タ
レ
ト
モ
、
打
テ
バ
ド
ウ

〳
〵
ト
鳴
ル
ハ
活
機
関
ソ
。
是
ヲ
ハ
ナ
ン
テ
打
フ
ソ
。

Ｃ
須
弥
ノ

槌
子
軽
ク

拈
出
ス

虚
空
ヲ

為
レ

鼓
ト

、
須
弥
ヲ

為
レ

槌
ト

ト
云
ガ
、
塩
官
ノ
語
ソ
ホ
ト
ニ
、

此
鼓
ヲ
ハ
須
弥
ノ
槌
ヲ
以
テ
打
タ
ソ
。
此
ノ
鼓
ヲ
虚
空
ノ
鼓
ニ

云
イ
ナ
シ
タ
ゾ
。

Ｄ
撼
二

動
シ
テ

一
天
ノ

星
斗
ヲ一

寒
マ
シ

須
弥
ノ
槌
ヲ
以
テ
虚
空
ノ
鼓
ヲ
打
タ
ホ
ト
ニ
、
撼
二

動
ス
ル

一
天
ノ

星
斗
ヲ一

也
。
一
天
ノ
星
斗
モ
虚
空
ノ
中
ヂ
ヤ
ホ
ト
ニ
、
撼
動
セ
イ

テ
ハ
。
底（
９
）
意
ハ
、
爛
木
頭
ハ
、
五
尺
ノ
形
骸
也
。
死
牛
皮
ハ
、

四
大
五
薀
也
。
活
機
関
ト
ハ
、
死
中
ニ
得
レ

活
義
也
。
須
弥
ノ

槌

ト
ハ
、
正
師
家
ノ
鉗
鎚
ヲ
云
也
。
撼
動
ー
ー
ト
ハ
、
虚
空
ト
自

己
ト
無
二
チ
ヤ
ホ
ト
ニ
、
一
天
ノ
星
斗
ノ
撼
動
ス
ル
ト
云
処
デ
、

自
己
ノ
活
動
ス
ル
ハ
聞
ヘ
タ
ソ
。
言
語
シ
タ
モ
談
笑
シ
タ
モ
、

自
己
ノ
撼
動
シ
ヤ
ウ
ソ
。



一
九

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
一
〇
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

【
注
（
130
）】

（
１
）
爛
木
⋮
⋮
鼓
之
箇
也
＝
爛
木
頭
辺
と
は
鼓
の
木
筒
の
こ
と
と
い
う
注
。
爛

木
頭
は
朽
ち
た
木
の
こ
と
。
ち
な
み
に
『
添
足
』
に
「
叢
林
、
更
点
を
鳴
ず
。

点
に
は
版
を
用
い
、
更
に
は
鼓
を
用
う
」
と
あ
る
。
初
夜
（
午
後
八
時
）
よ
り

暁
天
（
午
前
四
時
）
ま
で
を
五
分
し
て
五
更
と
し
、
一
更
を
五
分
し
て
五
点
と

す
る
。

（
２
）
釘
々
着
⋮
⋮
去
声
也
＝
「
釘
」
は
平
声
の
場
合
は
名
詞
、
去
声
の
場
合
は

釘
打
つ
と
い
う
動
詞
と
な
る
。
な
お
「
着
」
は
動
詞
の
後
に
つ
け
て
動
作
や
行

為
の
継
続
ま
た
は
達
成
を
い
う
。

（
３
）
須
弥
槌
者
⋮
⋮
這
破
鼓
＝
Ｃ
句
の
注
。
塩
官
斉
安
の
話
は
『
景
徳
伝
灯
録
』

巻
七
に
「
師
一
日
謂
衆
曰
、
虚
空
為
鼓
須
弥
為
椎
。
什
麼
人
打
得
。
衆
無
対
。

有
人
挙
似
南
泉
。
南
泉
云
、
王
老
師
不
打
遮
破
鼓
。
法
眼
別
云
、
王
老
師
不

打
」（
大
正
蔵
五
一
・
二
五
四
ａ
）
と
見
え
る
ほ
か
、『
祖
庭
事
苑
』
巻
一
（
続

蔵
一
一
三
・
一
三
ｄ
）、『
禅
宗
頌
古
聯
珠
通
集
』巻
一
一（
続
蔵
一
一
三
・
六
五
ｃ
）

他
に
見
え
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
字
句
に
若
干
の
違
い
が
あ
る
。
虚
空
を
鼓
に
、
須

弥
を
槌
に
譬
え
る
言
い
方
は
禅
録
に
散
見
さ
れ
る
が
、『
祖
庭
事
苑
』
巻
一
「
虚

空
為
鼓
」（
続
蔵
一
一
三
・
一
六
ｃ
）
項
で
は
『
宝
積
経
』
の
所
説
を
典
拠
と
し

て
い
る
。
す
な
わ
ち
『
宝
積
経
』
巻
百
二
に
、
須
菩
提
が
世
尊
に
語
る
言
葉
に

次
の
よ
う
に
見
え
る
。「
我
若
入
定
、
正
使
有
人
具
大
神
力
、
能
以
百
億
四
天

下
為
一
大
鼓
、
取
須
弥
山
為
一
大
槌
、
於
我
定
時
、
令
一
大
人
住
在
我
前
、
執

彼
大
槌
撾
撃
大
鼓
、
無
暫
休
廃
、
乃
至
経
劫
、
如
是
鼓
声
尚
不
入
耳
、
何
況
乱

心
能
令
我
出
」（
大
正
蔵
一
一
・
五
七
五
ｂ
）。
も
し
入
定
し
た
な
ら
ば
、
た
と

え
百
億
の
四
天
下
を
大
鼓
と
し
、
須
弥
山
を
大
槌
と
し
て
撃
つ
大
音
声
を
発
し

た
と
し
て
も
、
定
か
ら
出
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
意
。

（
４
）
智
論
云
⋮
⋮
亦
如
是
＝
Ｂ
句
「
牛
皮
」
の
注
。
牛
皮
の
語
に
ち
な
み
、『
大

智
度
論
』
の
信
の
有
無
を
説
く
際
の
牛
皮
の
譬
喩
を
出
す
。
す
な
わ
ち
『
大
智

度
論
』
巻
一
に
「
問
曰
、
諸
仏
経
何
以
故
、
初
称
如
是
語
。
答
曰
、
仏
法
大
海

信
為
能
入
、
智
為
能
度
。
如
是
義
者
、
即
是
信
。
若
人
心
中
有
信
清
浄
、
是
人

能
入
仏
法
。
若
無
信
是
人
不
能
入
仏
法
。
不
信
者
、
言
是
事
不
如
是
、
是
不
信

相
。
信
者
、
言
是
事
如
是
。
譬
如
牛
皮
未
柔
不
可
屈
折
、
無
信
人
亦
如
是
。
譬

如
牛
皮
已
柔
隨
用
可
作
、有
信
人
亦
如
是
」（
大
正
蔵
二
五
・
六
二
ｃ
‐
六
三
ａ
）

と
見
え
る
。
こ
こ
で
は
無
信
の
者
は
何
か
を
聞
い
て
も
「
不
如
是
」
と
す
る
が
、

そ
れ
は
ま
だ
な
め
し
て
い
な
い
皮
を
折
り
曲
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
同
じ

で
、
そ
れ
に
対
し
て
有
信
の
者
は
聞
い
た
こ
と
を
そ
の
ま
ま
「
如
是
」
と
受
け

と
め
る
、
こ
れ
は
柔
ら
か
く
な
っ
た
皮
が
用
途
に
随
っ
て
曲
が
る
よ
う
な
も
の

と
言
っ
て
い
る
。
な
お
こ
の
『
大
智
度
論
』
の
引
用
文
は
、『
京
大
本
』
で
は

注
本
文
の
末
尾
に
追
補
し
た
よ
う
な
体
裁
に
な
っ
て
い
て
、『
寛
永
版
本
』
で

は
︻
校
異
︼
に
記
し
た
よ
う
に
題
注
の
体
裁
で
入
れ
て
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

『
訓
解
添
足
』
に
「
東
陽
本
、冠
註
書
之
、後
人
誤
入
題
註
也
」
と
注
し
て
い
る
。

（
５
）
杜
詩
⋮
⋮
影
動
揺
＝
詩
題
「
更
鼓
」
に
ち
な
み
更
を
告
げ
る
太
鼓
の
例
を

挙
げ
る
。『
杜
少
陵
先
生
分
類
集
註
』
巻
二
十
三
・
七
言
律
「
閣
夜
」
に
「
歳
暮

陰
陽
催
短
景
、
天
涯
霜
雪
霽
寒
宵
、
五
更
鼓
角
声
悲
壮
、
三
峡
星
河
影
動
揺
、

野
哭
千
家
聞
戦
伐
、
夷
歌
幾
処
起
漁
樵
、
臥
龍
躍
馬
終
黄
土
、
人
事
音
書
久
寂

寥
」
と
見
え
る
。
五
更
は
午
前
四
時
頃
。
鼓
角
は
、
軍
隊
で
時
刻
を
知
ら
せ
る



二
〇

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
一
〇
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

た
め
に
鳴
ら
す
太
鼓
と
角
笛
。

（
６
）
時
ノ
大
鼓
⋮
⋮
シ
タ
ソ
＝
鞔
は
革
を
張
る
の
意
。
禅
林
に
お
い
て
太
鼓
の

皮
の
張
り
替
え
に
際
し
て
偈
頌･

法
語
を
述
べ
る
例
は
禅
録
に
散
見
さ
れ
る
。

例
え
ば
『
大
慧
録
』
巻
三
「
新
鞔
法
鼓
歳
旦
上
堂
」（
大
正
蔵
四
七
・
八
二
一
ｃ
）、

『
禅
宗
雑
毒
海
』
巻
四
「
重
鞔
法
鼓
」
呆
翁
悦
（
続
蔵
一
一
四
・
七
三
ｂ
）
等
。

ま
た
『
夾
山
抄
』
頭
注
に
「
古
イ
大
鼓
ノ
筒
ヲ
、
牛
皮
ヲ
以
鞔
テ
其
縁
ヲ
釘
ヲ

以
ヒ
シ
ト
打
着
ス
」
と
見
え
る
。

（
７
）
上
ノ
釘
ハ
⋮
⋮
ト
キ
ハ
仄
ソ
＝
注
（
２
）
で
も
「
釘
」
の
平
声
と
去
声
の

違
い
は
触
れ
た
が
、
こ
こ
で
は
さ
ら
に
体
用
に
当
て
は
め
て
注
す
る
。
体
は
釘

と
い
う
本
体
、
こ
の
場
合
は
平
声
。
用
は
釘
打
つ
と
い
う
作
用
、
こ
の
場
合
は

仄
声
。『
襟
帯
集
』
に
も
類
似
の
注
が
見
え
る
。

（
８
）
死
牛
皮
⋮
⋮
ナ
ン
テ
打
フ
ソ
＝
Ｂ
句
の
死
牛
皮
と
活
機
関
を
対
比
的
に
解

す
る
注
。『
啓
蒙
抄
』
に
「
活
機
関
カ
ア
郎
、死
活
ノ
相
対
一
句
ノ
字
法
巧
ナ
リ
」

と
見
え
る
。

（
９
）
底
意
ハ
⋮
⋮
撼
動
シ
ヤ
ウ
ソ
＝
爛
木
頭
を
人
間
の
死
骸
に
、
死
牛
皮
を
四

大
五
薀
に
見
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
命
の
な
い
も
の
。
こ
れ
に
須
弥
の
槌
に
見

立
て
た
師
家
の
鉗
鎚
を
下
し
て
、
死
中
に
活
を
得
る
と
す
る
。
虚
空
の
鼓
︱
一

天
ノ
星
斗
︱
自
己
を
同
義
の
も
の
と
捉
え
、
須
弥
の
槌
に
よ
っ
て
虚
空
の
鼓
で

あ
る
天
の
星
が
撼
動
す
る
よ
う
に
、
師
家
の
鉄
槌
を
得
て
自
己
の
活
動
が
果
た

さ
れ
る
、と
詩
の
底
意
を
注
す
る
。『
襟
帯
集
』に
も
類
似
の
注
が
見
え
る
。「
寒
」

は
、
恐
ろ
し
い
ほ
ど
に
凄
み
が
あ
る
と
い
う
意
。
禅
録
に
散
見
さ
れ
る
。
例
え

ば
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
十
六
「
鄆
州
四
禅
和
尚
」
章
に
「
問
如
何
是
和
尚
家
風
。

師
曰
、
会
得
底
人
意
、
須
知
月
色
寒
」（
大
正
蔵
五
一
・
三
三
二
ｂ
）
等
。『
訓

解
添
足
』
に
「
寒
字
、
衲
僧
分
上
恰
好
也
」
と
見
え
る
。

０
１
３
１
憇
庵

【
京
大
本
略
註
】

（
131
）
憇ケ
イ

庵

号
。

Ａ
外カ

息ヤ
二ム
ル
モ

諸
縁
ヲ一

魚
止
ト
ド
マルレ

濼レ
キ
ニ

Ｂ
内
心
無
モレ

喘
コ
ト

鳥
栖
ムレ

芦
ニ 

Ｃ
老
胡
開
テ二

這者

般半
ノ

門モ
ン

戸小
ヲ一

Ｄ
帯太
二

累
シ
テ

児
孫ソ
ン
ヲ一

在ア
二リ
・
ラ
シ
ム

半
途ト
ニ一

達（
１
）磨
大
師
謂
二
祖
云
、汝
外カ

息
二

諸
縁
一

、内
心
無
レ

喘
コ
ト

、心
如
二ニ
シ
テ

墻
壁
一

、可
三

以
入
二
レ

道
ニ

。
魚（
２
）止
濼
者
、肇
法
師
宝
蔵
論
曰
、夫
レ

進
レ

道
ニ

之
由
、



二
一

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
一
〇
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

中
ニ

有
二

万
途
一

。
困
魚
止
レ

濼
、病
鳥
栖
レ

芦
。
説
者
曰
、此
レ

挙
テレ

事
ヲ

以
況タ
ト
フレ

漸
ニ

。
言
、学
者
進
悟
之
心
由
也
。
途
、道
也
。
即
八
万
四
千
ノ

法
門
、

随
テレ

機
ニ

各
解
ス

。
如
二

困＊

魚
ー
レ

ー
、病
鳥
ー
レ

ー
、雖
モ二

各
得
テレ

所
ヲ

安
ト一

、倶
未
レ

至
二

於
大
海
深
林
ニ一

云
。
濼（
３
）ハ

者
死
水
也
。
夫（
４
）レ

称
二シ
テ

天
竺
ヲ一

為
ハレ

胡
ト

、

自
二

秦
晋
一

沿エ
ン

襲シ
ウ
シ
テ

、
而
来
卒
ニ

難
シ二

変
革
シ一

。
故
名
レ

仏
ヲ

為
シ二

老
胡
ト一

、
祖
ヲ

為
二

碧
眼
胡
ト一

。
凡
釈
氏
ノ

子
、
而
名
為
二

胡
種
族
ト一

。
半（
５
）途
者
、
憇
息
也
。

半＊

途
者
、
化
城
未
到
宝
所
、
而
於
中
道
止
息
之
地
也
。
見
于
法
花
三
巻
化
城
喩
品
第
七
。

［
欄
外
注
］

ア
エ
グ
。

如（
６
）今
要
見
黄
頭
老
、
刹
々
塵
々
在
半
途
、
碧
二
十
四
。

濼（
７
）或
作
箔
。

［
傍
注
］

Ａ　

憩
。

Ｂ
「
喘
」
息
、
気
也
。
息
者
、
憩
義
。

Ｃ
「
這
般
」
者
半
。

【
出
典
】

『
禅
宗
雑
毒
海
』
巻
七
Ｃ
句
「
這
般
」
を
「
者
般
」
と
す
る
（
続
蔵
二
四
・
九
二
ａ
）。

【
校
異
】

＊
困
魚
ー
ー
病
鳥
ー
ー
︱
困
魚
止
濼
病
鳥
栖
蘆

＊
半
途
者
化
城
未
到
宝
所
而
於
中
道
止
息
之
地
也
見
于
法
花
三
巻
化
城
喩
品
第
七
︱
法
華
三
巻
化
城
喩
品
化
城
未
到
宝
所
而
於
中
道
止
息
之
地

也



二
二

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
一
〇
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

【
略
註
鈔
】

（
131
）
憇
庵

号
也
。
憩
ハ
ヤ
ス
ム
ナ
リ
。
家
ニ
行
キ
着
ズ
シ
テ
、
半
途
ニ
ヤ

ス
ム
義
也
。

Ａ
外カ

息
レム
ル
モ

諸
縁
ヲ

魚
止
レマ
ル

濼レ
キ
ニ

Ｂ
内
心
無
レキ
モ

喘
鳥
栖
ムレ

蘆
ニ

達（
８
）磨
ノ
、
外
息
レ

諸
縁
ヲ

内
心
無
レ

喘
ト
ヲ
シ
ナ
ツ
タ
モ
、
方
便
ヂ

ヤ
ヲ
、
是
ト
心
得
テ
、
本
分
ノ
宗
旨
ヲ
会
セ
ヌ
ハ
、
魚
ノ
濼
ニ

止
リ
鳥
ノ
蘆
ニ
棲
ダ
ガ
如
ク
ゾ
。
濼（
９
）
ハ
止
水
也
。
魚
モ
止
水
ニ

止
テ
大
海
ニ
至
ラ
ズ
、
鳥
モ
蘆
ニ
宿
シ
テ
深
林
ニ
至
ラ
ヌ
コ
ソ
、

半
途
ニ
ヤ
ス
ム
ダ
コ
ト
ヨ
。

Ｃ
老
胡
開
二

這
般
ノ

門
戸
ヲ一

老）
10
（

胡
ハ
達
磨
也
。
這）

11
（

般
ノ

門
戸
ト
ハ
、
外
息
ー
ー
内
心
ー
ー
ト
云

ヲ
サ
ス
。
是
ガ
方
便
説
化
城
也
。
実
城
ニ
ア
ラ
ス
、
故
ニ
、

Ｄ
帯
二

累
シ
テ

児
孫
ヲ一

在
レラ
シ
ム

半
途
ニ

児）
12
（

孫
ガ
達
磨
ノ
方
便
ノ
説
ヲ
実
ト
思
テ
尽
ク
半
途
ニ
ア
ル
ホ
ト

ニ
、児
孫
ヲ
帯
累
シ
タ
コ
ト
ソ
。
達
磨
ノ
本
意
ニ
叶
ツ
タ
者
無
ゾ
。

憇）
13
（

庵
ノ
二
字
ニ
合
テ
ハ
、
一
二
ノ
句
ハ
憇
ノ
字
、
三
ノ
句
ハ
庵

ノ
字
、
四
ノ
句
ハ
又
憇
ノ
字
也
。
無）

14
（

レ

喘
ト
ハ
、
息
ヲ
モ
セ
ヌ
ヤ

ウ
ニ
ト
云
義
也
。
外
息
ー
ー
内
心
ー
ー
、
如
レ

此
シ
テ
道
ニ
入
フ

ズ
ト
云
モ
、
方
便
説
譬
喩
ゾ
。
ア
ル
ヲ
、
無
心
ト
云
ヘ
バ
、
息

モ
セ
ズ
墻
壁
瓦
礫
ノ
ヤ
ウ
ニ
ナ
ル
モ
ノ
ヂ
ヤ
ト
心
得
ル
ゾ
。
其

ノ
ヤ
ウ
ニ
心
得
ル
ガ
、
実
城
ニ
不
レ

至
シ
テ
半
途
ニ
ア
ル
モ
ノ
ソ
。



二
三

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
一
〇
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

【
注
（
131
）】

（
１
）
達
磨
大
師
⋮
⋮
入
道
＝
Ａ
句
の
「
外
息
諸
縁
」
と
Ｂ
句
の
「
內
心
無
喘
」

の
出
典
を
示
し
た
も
の
。
達
磨
が
二
祖
に
こ
の
よ
う
に
説
い
た
こ
と
は
諸
書
に

見
え
る
が
、『
五
灯
会
元
』
巻
一
に
は
「
為
二
祖
說
法
。
秖
教
外
息
諸
緣
、
內

心
無
喘
、
心
如
牆
壁
、
可
以
入
道
」（
続
蔵
一
三
八
・
一
六
ｂ
）
と
あ
る
。

（
２
）
魚
止
濼
者
⋮
⋮
深
林
云
＝
Ａ
句
の
「
魚
止
濼
」
と
Ｂ
句
の
「
鳥
栖
芦
」
の

出
典
を
示
し
た
も
の
。『
祖
庭
事
苑
』
巻
六
「
困
魚
止
箔
」
の
項
に
「
箔
、簾
也
。

宝
蔵
論
曰
、
夫
進
道
之
由
、
中
有
万
途
、
困
魚
止
箔
、
病
鳥
栖
蘆
。
説
者
曰
、

此
挙
事
以
況
漸
。
言
、
学
者
進
悟
之
由
也
。
途
、
道
也
。
即
八
万
四
千
之
法
門
、

随
機
各
解
。
如
困
魚
止
小
箔
、
病
鳥
栖
蘆
叢
、
雖
各
得
所
安
、
俱
未
至
於
大
海

深
林
也
」（
続
蔵
一
一
三
・
三
八
三
ａ
）
と
あ
る
。『
祖
庭
事
苑
』
は
『
宝
蔵
論
』

か
ら
の
引
用
を
「
病
鳥
栖
蘆
」
で
止
め
て
い
る
が
、
こ
の
あ
と
に
「
其
二
者
不

識
於
大
海
、
不
識
於
叢
林
」
と
続
く
（
大
正
蔵
四
五
・
一
四
四
ａ
）。「
説
者
曰
」

末
尾
の
「
俱
未
至
於
大
海
深
林
也
」
は
、
こ
れ
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
３
）
濼
者
死
水
也
＝
Ａ
句
の
「
濼
」
と
は
「
死
水
」
の
こ
と
で
あ
る
。「
死
水
」
は
、

動
き
の
な
い
水
面
。『
碧
巌
録
』
二
十
則
、
頌
に
「
死
水
何
曾
振
古
風
」
と
あ

り
、
そ
の
評
唱
に
「
甚
処
是
死
水
裏
。
到
這
裏
須
是
有
変
通
始
得
。
所
以
道
。

澄
潭
不
許
蒼
龍
蟠
。
死
水
何
曾
有
獰
龍
。
不
見
道
。
死
水
不
蔵
龍
。
若
是
活
底

龍
。
須
向
洪
波
浩
渺
白
浪
滔
天
処
去
。
此
言
龍
牙
走
入
死
水
中
去
」（
大
正
蔵

四
八
・
一
六
一
ａ
ｂ
）
と
あ
る
。
注
（
９
）
も
参
照
。

（
４
）
夫
称
天
竺
⋮
⋮
胡
種
族
＝
『
祖
庭
事
苑
』
巻
一
「
滅
胡
種
」
の
項
に
「
称

西
竺
為
胡
、
自
秦
晋
沿
襲
而
来
、
卒
難
変
革
。
故
有
名
仏
為
老
胡
、
経
為
胡

語
、
祖
為
碧
眼
胡
、
裔
其
後
者
為
胡
種
。
為
釈
氏
子
、
而
名
胡
種
」（
続
蔵

一
一
三
・
四
ｂ
）
と
あ
る
。
注
（
10
）
も
参
照
。

（
５
）
半
途
者
⋮
⋮
第
七
＝
Ｄ
句
の
「
半
途
」
を
「
憇
息
」（
＝
休
憩
・
休
息
）
と

し
た
う
え
で
、『
法
華
経
』
化
城
喩
品
の
用
例
を
掲
げ
る
が
、
こ
の
形
で
は
『
法

華
経
』
化
城
喩
品
に
は
見
え
な
い
。
化
城
喩
品
に
説
く
「
化
城
」
と
は
、
涅
槃

（
＝
宝
所
）
に
至
る
途
中
で
止
息
し
て
精
力
を
養
う
所
。『
妙
法
蓮
華
経
』
巻
三
、

化
城
喩
品
「
於
是
衆
人
前
入
化
城
、
生
已
度
想
、
生
安
穏
想
。
爾
時
導
師
、
知

此
人
衆
既
得
止
息
、
無
復
疲
惓
。
即
滅
化
城
、
語
衆
人
言
、
汝
等
去
来
、
宝
処

在
近
。
向
者
大
城
、
我
所
化
作
、
為
止
息
耳
」（
大
正
蔵
九
・
二
六
ａ
）
の
意
を

約
し
て
書
い
た
も
の
か
。

（
６
）如
今
⋮
⋮
碧
九
十
四
＝「
半
途
」の
用
例
を
示
し
た
注
。『
碧
巌
録
』九
十
四
則
、

頌
に
「
如
今
要
見
黃
頭
老
（
咄
。
這
老
胡
。
瞎
漢
。
在
爾
脚
跟
下
）
刹
刹
塵
塵

在
半
途
（
脚
跟
下
蹉
過
了
也
。
更
教
山
僧
說
什
麼
。
驢
年
還
曾
夢
見
麼
）」（
大

正
蔵
四
八
・
二
一
七
ｃ
）
と
あ
る
。

（
７
）
濼
或
作
箔
＝
『
祖
庭
事
苑
』
は
、「
濼
」
を
「
箔
」
と
す
る
、
と
い
う
注
。

注
釈
者
は
頌
の
本
文
に
合
わ
せ
て
『
祖
庭
事
苑
』
の
「
箔
」
を
「
濼
」
に
書
き

か
え
た
か
。

（
８
）
達
磨
ノ
⋮
⋮
如
ク
ゾ
＝
達
磨
は
（
二
祖
に
）「
諸
縁
を
絶
ち
き
り
、
心
を
動

か
さ
な
け
れ
ば
、悟
り
に
至
る
」と
教
え
た
が
、こ
れ
も
方
便
に
す
ぎ
な
い
の
に
、

そ
れ
を
正
し
い
と
心
得
て
、
本
分
の
宗
旨
を
理
解
し
な
け
れ
ば
、
魚
が
静
止
し

た
水
に
と
ど
ま
っ
て
大
海
に
た
ど
り
着
け
ず
、
鳥
が
水
辺
の
芦
に
と
ど
ま
っ
て

深
い
林
に
た
ど
り
着
け
な
い
の
と
同
様
で
あ
る
。



二
四

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
一
〇
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

（
９
）
濼
ハ
止
水
也
＝
「
濼
」
は
「
止
水
」
の
こ
と
で
あ
る
。「
止
水
」
は
『
碧
巌

録
』
九
十
五
則
、頌
に
「
臥
龍
不
鑑
止
水
」、そ
の
評
唱
に
「
死
水
裏
豈
有
龍
蔵
」

（
大
正
蔵
四
八
・
二
一
八
ｃ
）
と
あ
り
、「
死
水
」
と
同
意
の
こ
と
ば
で
あ
る
。

（
10
）
老
胡
ハ
達
磨
也
＝
Ｃ
句
の
「
老
胡
」
と
は
達
磨
の
こ
と
で
あ
る
。
注
（
４
）

に
引
用
し
た
『
祖
庭
事
苑
』
に
よ
れ
ば
、「
老
胡
」
は
釈
迦
、達
磨
は
「
碧
眼
胡
」

で
あ
る
が
、
こ
の
頌
の
文
脈
で
は
達
磨
と
す
る
の
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。
達
磨
を

「
老
胡
」
と
呼
ん
だ
例
と
し
て
は
、『
碧
巌
録
』
一
則
、
評
唱
の
末
尾
に
「
只
許

老
胡
知
。
不
許
老
胡
会
」（（
大
正
蔵
四
八
・
一
四
一
ｂ
）
と
あ
る
。

（
11
）
這
般
門
戸
⋮
⋮
実
城
ニ
ア
ラ
ス
＝
Ｃ
句
の
「
這
般
門
戸
」
と
は
、達
磨
の
「
諸

縁
を
絶
ち
き
り
、
心
を
動
か
さ
な
い
」
と
い
う
教
え
を
さ
す
。
悟
り
に
至
る
方

便
と
し
て
化
城
（
＝
悟
り
へ
の
通
過
点
）
を
用
い
た
も
の
で
、
実
城
（
＝
悟
り

そ
の
も
の
）
で
は
な
い
。

（
12
）
児
孫
ガ
⋮
⋮
者
無
ゾ
＝
後
世
の
人
は
達
磨
の
方
便
を
絶
対
視
し
て
し
ま
い
、

そ
の
結
果
悟
り
に
至
ら
ず
中
途
に
い
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
達
磨
の
教
え
は

後
世
の
人
を
滞
ら
せ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
達
磨
の
本
当
の
意
図
を
理
解
で
き

た
者
は
い
な
か
っ
た
。

（
13
）
憇
庵
ノ
二
字
ニ
⋮
⋮
憇
ノ
字
也
＝
憇
・
庵
の
二
字
に
当
て
は
め
れ
ば
、
一
・

二
句
は
（
悟
り
に
至
る
途
中
で
休
ん
で
い
る
の
で
）
憇
の
字
、
三
句
は
（
門
戸

の
語
が
あ
る
の
で
）
庵
の
字
、
四
句
は
憇
の
字
が
当
て
は
ま
る
。

（
14
）
無
喘
ト
ハ
⋮
⋮
ア
ル
モ
ノ
ソ
＝
無
喘
と
は
、
息
を
し
な
い
よ
う
に
（
心
を

動
か
さ
な
い
）
と
い
う
意
味
で
あ
る
。「
外
息
諸
縁
」「
內
心
無
喘
」
も
方
便
で

譬
喩
を
用
い
た
の
に
、
無
心
と
い
え
ば
（
文
字
ど
お
り
に
）
壁
や
瓦
礫
の
よ
う

に
な
る
こ
と
だ
と
理
解
し
た
者
は
、
本
当
の
悟
り
に
は
至
ら
ず
、
ま
だ
途
中
に

い
る
の
で
あ
る
。

０
１
３
２
斗
山

【
京
大
本
略
註
】

（
三
十
二
）
婺
州
ノ

雪
岩
ノ

欽
和
尚

諱（
１
）祖
欽
、
嗣
無
準
、
住
江
西
仰
山
。

（
132
）
斗
山

号
也＊

。
斗（
２
）者
、
量
米
之
器＊

也
。
雲
門
見
僧
量
米
次
問
、
米
籮
裡
有
二

多
少
達
磨
眼
睛
一

。
僧
無
対
。
師
代
曰
、
斗
量
不
尽
。

Ａ
平ビ
ン

二

量
シ

大
地
ヲ一

満モ
ン

二

量
ス

空
ヲ一

Ｂ
屹
立
ス

一
方
蒼
翠
ノ

中

Ｃ
大
華
看
来
レ
ハ

升ケ

シ子
計
ハ
カ
リ



二
五

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
一
〇
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

Ｄ
従サ
モ
ア
レ教
煙
雨
ノ

自
ラ

濛
タ々
ル
コ
ト
ヲ

与（
３
）レ

斗
斉
ク

量
ル

、
謂
二

之
平
量
一

也
。
斗
上
ニ

高
ク

量
、
謂
二

之
満
量
一

也
。
大（
４
）華
山
、
高
三
千
六
十
丈
。
事
林
広
記
云
、
大＊

華
山
在
二

華
州
華
陰
県
ニ一

。

高
七
千
丈
、
洞
周
回
三
千
里
、
名
太
極
幾
仙
之
天
。
即
少
昊
為
白
帝
治
西
岳
。
昔
巨
霊
神
手
劈
其
上
、
足
躡
二

其
下
一

、
以
通
二

河
流
一

救
二

民
洪

波
之
難
一

。
上
応
二

井
鬼
之
精
一

、
下
鎮
二

秦
地
之
分
一

。
山
頂
有
池
、
生
千
葉
蓮
華
。
服フ
ク
ス
レ
ハ

之
羽
化
、
故
曰
華
山
。
杜＊（
５
）詩
、
一
覧
衆
山
小
キ
ナ
リ

。

春（
６
）之
有
草
木
、
山
之
有
煙
霞
者
、
其
光
彩
也
。

［
欄
外
注
］

山（
７
）谷
十
六
、
送
密
老
住
五
峰
詩
云
、
栽
松
種
竹
是
家
風
、
莫
嫌
斗
絶
無
来
往
。
注
、
漢
書
匈
奴
伝
曰
、
匈
奴
有
斗
、
入
漢
地
有
張
掖
郡
。
注
、

斗
、
絶
也
。
後
漢
書
竇
融
伝
曰
、
河
西
斗
絶
、
在
羌
胡
中
。
五
峰
高
峻
、
故
云
。

平（
８
）斗
之
木
曰
概
。
天
台
止
観
転
（
輔
カ
）行
伝
弘
決
巻
五
下
。
湛
然
述
。

升（
９
）者
、
斗
之
十
分
一
也
。
大
華
、
従
斗
山
面
前
而
見
之
、
只
十
分
之
一
也
。
杜
詩
云
、
一
覧
衆
山
小
。

大）
10
（

人
有
大
見
、
不
論
廉
繊
、
無
拘
小
節
■
。
或
云
、
第
三
四
句
者
、
大
機
大
用
也
。

［
傍
注
］

Ｃ
「
大
華
」
西
岳
也
。

【
出
典
】不明

。
前
半
二
句
が
『
点
鉄
集
』
に
採
ら
れ
て
い
る
。

【
校
異
】＊也

︱
ナ
シ
、
＊
器
也
︱
器
也
可
容
十
升
又
云
升
者
十
分
一
也
太
華
山
従
斗
山
面
前
而
見
之
只
十
分
之
一
也
杜
云
一
覧
衆
山
小
、
＊
大
︱
太
、

＊
杜
詩
一
覧
衆
山
小
︱
ナ
シ



二
六

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
一
〇
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

【
略
註
鈔
】

（
三
十
二
）
婺
州
雪
岩
欽
和
尚

（
132
）
斗
山

号
也
。
マ
ス
ノ
山
ソ
。

Ａ
平
二

量
大
地
ヲ一

満
二

量
空
ヲ一

斗
ス
ニ
米
ヲ
入
テ
、
一
文
字
ニ
ト
カ
キ
ヲ
渡
シ
テ
ハ
カ
ル
ハ
、

平
量
ソ
。中
高
ニ
斗
ル
ハ
満
量
ソ
。大
地
ヲ
ハ
一
文
字
ニ
ハ
カ
リ
、

空
ヲ
ハ
中
高
ニ
斗
ツ
タ
ソ
。
唐
音
ニ
平ヒ
ン

量
満モ
ン

量
ト
モ
、
又
只
モ

ヨ
ム
ソ
。

Ｂ
屹
二

立
一
方
一

蒼
翠
ノ

中

コ）
11
（

ウ
モ
リ
ニ
斗
ツ
タ
其
凸ナ
カ
タ
カ
ナ
処
ガ
、
其
儘
山
ト
成
タ
ゾ
。
屹

立
ハ
、
秀
出
ノ
貌
也
。
蒼
翠
ハ
、
天
ヲ
云
也
。
天
ニ
聳
ヘ
テ
秀

タ
ソ
。
是
ガ
斗
山
ゾ
。
此
斗
山
ヨ
リ
見
レ
ハ
、

Ｃ
太
華
看
来
ハ

升
子
計
ハ
カ
リ

太
花
山
ホ
ト
高
イ
山
ハ
ナ
ケ
レ
ト
モ
、
纔
カ
小
升
ス
ホ
ト
ア
ル

ソ
。

Ｄ

従
サ
モ
ア
ラ
ハ
ア
レ
教

煙
雨
ノ

自ヲ

濛
タ々
ル
コ
ト
ヲ

低
イ
山
ニ
コ
ソ
煙
雨
モ
ア
レ
、
ト
ツ
ト
高
イ
山
ニ
ハ
煙
雨
モ
無

イ
ソ
。
ト
ツ
ト
高
イ
ホ
ト
ニ
煙
雨
ノ
上
ニ
ア
ル
ソ
。
定）

12
（

家
富
士

山
ヲ
題
ス
ル
歌
ニ
云
、
雪
ヨ
リ
モ
上
ヘ
ヲ
ハ
知
ヌ
富
士
ノ
根
ノ

見
ユ
ル
斗
リ
モ
高
キ
山
哉
、
ト
云
モ
此
心
ゾ
。
ホ
ト
ニ
、
升

子
斗
リ
ノ
太
花
山
ニ
ハ
、
煙
雨
モ
ア
ラ
ウ
ズ
。
夫
レ
ハ
従
教

レ
、
此
斗
山
ハ
ト
ツ
ト
高
イ
ホ
ト
ニ
、
煙
雨
モ
無
ソ
。
底）

13
（

意

ハ
、
一
二
ノ
句
ハ
、
縮
ル

則
在
レ

方
寸
、
展
則
遍
レ

沙
界
ニ

ノ
義
也
。

三
四
ハ
、
煙
雨
ハ
無
明
煩
悩
也
。
自
己
ノ
家
山
ニ
ハ
無
明
煩
悩

ノ
煙
雨
ハ
覆
ワ
サ
ル
ナ
リ
。
斗
山
ノ
二
字
ニ
合
テ
ハ
、
一
ノ
句

ハ
斗
、
二
ノ
句
ハ
山
也
。
三
ノ
句
太
花
ハ
山
也
。
升
子
ハ
斗
也
。

四
ノ
句
ハ
山
也
。



二
七

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
一
〇
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

【
注
（
132
）】

（
１
）
諱
祖
欽
⋮
⋮
仰
山
＝
雪
巌
祖
欽
（
？
│
一
二
八
七
）。
浙
江
省
婺
州
出
身
、

無
準
師
範
の
法
嗣
。
各
地
の
禅
寺
に
歴
住
、
最
後
は
江
西
省
袁
州
の
仰
山
禅
寺

に
住
す
。『
雪
巌
和
尚
語
録
』
四
巻
が
あ
る
。

（
２
）
斗
者
⋮
⋮
不
尽
＝
『
五
灯
会
元
』
巻
十
五
・
雲
門
文
偃
禅
師
章
に
「
見
僧

量
米
次
問
、
米
籮
裏
有
多
少
達
磨
眼
睛
。
僧
無
対
。
師
代
曰
、
斗
量
不
尽
」（
続

蔵
一
三
八
・
二
七
八
ｂ
）
を
引
く
。
雲
門
が
米
を
計
量
し
て
い
る
僧
に
、
米
を

篩
う
箕
に
は
ど
の
く
ら
い
達
磨
の
眼
が
あ
る
の
か
、
と
尋
ね
、
応
え
ら
れ
な
い

僧
に
代
わ
っ
て
「
計
り
き
れ
な
い
ほ
ど
沢
山
あ
る
」
と
答
え
た
、
と
い
う
話
。

題
の
「
斗
」
か
ら
連
想
さ
れ
た
話
柄
で
あ
る
が
、
内
容
的
に
は
無
関
係
か
。

（
３
）
与
斗
⋮
⋮
満
量
也
＝
す
り
切
り
で
（『
略
註
抄
』
に
「
ト
カ
キ
ヲ
渡
シ
テ
」

と
あ
る
）
量
る
の
を
平
量
、
山
盛
り
で
量
る
の
を
満
量
と
い
う
、
と
い
う
説
明
。

フ
リ
ガ
ナ
「
ビ
ン
」「
モ
ン
」
は
、『
略
註
鈔
』
に
唐
音
と
あ
る
。

（
４
）
大
華
山
⋮
⋮
曰
華
山
＝
陝
西
省
に
あ
る
五
岳
の
一
つ
、
華
山
。
国
立
公
文

書
館
内
閣
文
庫
本
『
新
編
纂
図
増
類
群
書
類
要
事
林
広
記
』（
元
刊
本
）
前
集

巻
六
・
僊
境
類
・
三
十
六
洞
天
に
「
第
四
西
嶽
華
山
︿
高
七
千
丈
、
洞
周
回

三
千
里
、名
太
極
総
仙
之
天
。
即
少
昊
為
白
帝
治
西
岳
。
昔
巨
霊
神
手
擘
其
上
、

足
躡
其
下
、
以
通
河
流
救
民
洪
波
之
難
。
上
応
井
鬼
之
精
、
下
鎮
秦
地
之
分
。

在
華
州
華
陰
県
﹀」
と
あ
る
（
維
基
文
庫
に
翻
刻
あ
り
）。
和
刻
本
類
書
集
成
所

収
本
は
編
成
が
異
な
り
、
記
述
は
こ
れ
よ
り
も
簡
略
。
引
用
と
の
異
同
、「
総
」

を「
幾
」（
向
か
い
合
わ
せ
の
点
四
つ
＋
儿
と
い
う
異
体
字
。
寛
永
版
本
は「
幾
」）

に
作
る
の
み
。

（
５
）
杜
詩
⋮
⋮
衆
山
小
＝
『
杜
工
部
詩
』
巻
一
所
収
「
望
嶽
」
の
末
句
。
注
（
９
）

参
照
。

（
６
）
春
之
⋮
⋮
光
彩
也
＝
出
典
不
明
。
Ｄ
句
に
「
煙
雨
」
と
あ
る
の
に
つ
い
て
、

普
通
な
ら
ば
山
に
煙
霞
が
あ
る
の
は
そ
の
山
の
優
れ
た
と
こ
ろ
だ
が
⋮
⋮
、
と

説
明
す
る
も
の
。

（
７
）
山
谷
十
六
⋮
⋮
高
峻
故
云
＝
『
山
谷
詩
集
注
』
巻
十
六
・
送
密
老
住
五
峰

の
二
句
お
よ
び
そ
の
注
の
一
部
を
引
用
す
る
。
注
は
、山
谷
詩
に
あ
る
「
斗
絶
」

に
つ
い
て
、
漢
書
（
と
そ
の
注
）
お
よ
び
後
漢
書
を
引
き
、
簡
単
に
は
行
け
な

い
場
所
（
遠
か
っ
た
り
、
急
峻
だ
っ
た
り
）
を
意
味
す
る
語
で
あ
る
こ
と
を
示

す
。
な
お
、
引
用
で
「
有
張
掖
郡
」
と
あ
る
の
は
「
直
張
掖
郡
」
の
誤
り
。

（
８
）
平
斗
⋮
⋮
湛
然
述
＝
唐
・
湛
然
『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
巻
五
之
六
に
「
平

斗
之
木
曰
概
」（
大
正
蔵
四
六
・
三
二
四
ｃ
）
と
あ
る
。『
略
註
鈔
』
に
言
う
「
ト

カ
キ
」
の
こ
と
。

（
９
）
升
者
⋮
⋮
衆
山
小
＝
号
の
斗
に
引
っ
か
け
て
、
華
山
を
斗
の
十
分
の
一
の

単
位
で
あ
る
升
の
よ
う
だ
、
と
し
た
Ｃ
句
の
説
明
。
注
（
５
）
に
も
出
て
く
る

杜
詩
を
引
く
。
こ
の
詩
は
、
五
岳
の
一
つ
泰
山
を
詠
ん
だ
も
の
で
、（
孔
子
の

よ
う
に
）
い
つ
か
登
頂
し
て
、
周
り
の
山
々
が
小
さ
い
の
を
見
て
み
た
い
と
述

べ
る
。
同
様
に
華
山
も
衆
山
に
ぬ
き
ん
で
て
い
る
の
だ
が
、
斗
山
は
更
に
大
き

く
、
斗
山
を
前
に
す
る
と
華
山
が
衆
山
に
な
っ
て
し
ま
う
、
の
意
。
な
お
、
本

文
フ
リ
ガ
ナ
は
「
ケ
シ
」
と
あ
り
、
芥
子
と
誤
解
し
た
か
。

（
10
）
大
人
有
⋮
⋮
大
用
也
＝
Ｃ
Ｄ
句
は
、
枝
葉
末
節
に
拘
ら
な
い
大
器
量
の
持

ち
主
で
あ
る
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
、
の
意
。『
聯
灯
会
要
』
巻
十
一
・
風
穴



二
八

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
一
〇
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

延
沼
禅
師
章
に
「
示
衆
云
、
大
凡
参
学
眼
目
、
直
須
臨
機
大
用
現
前
、
勿
自
拘

於
小
節
」（
続
蔵
一
三
六
・
三
〇
八
ｄ
）
な
ど
と
あ
る
の
に
近
い
。
な
お
「
■
」

は
汚
れ
の
た
め
見
え
な
い
字
。

（
11
）
コ
ウ
モ
リ
ニ
⋮
⋮
是
ガ
斗
山
ゾ
＝
「
コ
ウ
モ
リ
」
は
「
こ
ん
も
り
」
の
ウ

音
便
化
か
。
斗
升
に
う
ず
た
か
く
盛
っ
た
の
が
そ
の
ま
ま
山
に
な
っ
た
、
の
意

だ
が
、
Ａ
句
で
は
空
を
満
量
に
量
る
、
と
言
っ
て
い
る
の
で
、
矛
盾
す
る
。
あ

る
い
は
、
そ
の
空
に
そ
び
え
る
山
、
と
い
う
こ
と
で
つ
な
が
る
か
。

（
12
）
定
家
⋮
⋮
此
心
ゾ
＝
芭
蕉
の
弟
子
支
考
の
俳
論
書
『
続
五
論
』
に
、「
富
士

の
雪
は
た
だ
理
を
い
ひ
て
姿
あ
り
。
理
と
屈
と
の
さ
か
ひ
は
此
ほ
ど
に
や
侍
ら

ん
。／
中
々
に
雲
よ
り
う
へ
は
い
さ
し
ら
ず
／
見
ゆ
る
ば
か
り
も
高
き
山
か
な
」

と
い
う
付
合
を
挙
げ
て
い
て
、
こ
こ
に
引
か
れ
る
よ
う
な
、
当
時
定
家
作
と
し

て
流
布
し
て
い
た
和
歌
を
付
合
に
利
用
し
た
も
の
か
。
し
た
が
っ
て
「
雪
」
は

雲
の
誤
り
か
。

（
13
）
底
意
ハ
⋮
⋮
山
也
＝
前
半
は
、
小
さ
く
す
れ
ば
一
寸
四
方
、
大
き
く
す
れ

ば
ガ
ン
ジ
ス
川
の
沙
の
よ
う
な
無
量
の
世
界
、
と
い
う
自
由
自
在
の
働
き
を
喩

え
た
も
の
、
後
半
は
、
煩
悩
も
覆
い
尽
く
せ
な
い
大
き
さ
、
高
さ
を
、
雲
さ
え

か
か
ら
な
い
高
峰
に
喩
え
た
も
の
で
、
前
半
は
「
斗
」、
後
半
は
「
山
」（
Ｃ
句

「
升
」
の
み
「
斗
」
を
含
む
）
を
表
す
、と
す
る
。「
縮
則
⋮
⋮
」
は
出
典
不
明
。

０
１
３
３
笑
峰

【
京
大
本
略
註
】

（
133
）
笑
峰　

号

Ａ
破ハ

顔ガ
ン

無ナ
シ
クレ

語コ

暗ア
ン
ニ

蔵
カ
ク
ススレ

刀
ヲ

Ｂ
一
段
ノ

精
神
五
岳
高
シ

Ｃ
可
シレ

憐
ム

瞿
曇
ノ

還
テ

不
ル
コ
ト
ヲ
レ

峭
ケ
ワ
シ
ナ
ル
コ
ト
ヲ

Ｄ
更
ニ

抛
テ二

沙
土
ヲ一

口
チ

叨
々

世（
１
）尊
在
二

霊
山
会
上
ニ一

、拈
一
枝
花
示
衆
、皆
黙
然
。
唯
迦
葉
尊
者
破
顏
微
笑
。
世
尊
云
、吾
有
正
法
眼
蔵
、涅
槃
妙
心
、実
相
無
相
、微
妙
法
門
、

付
嘱
摩
訶
大
迦
葉
云
々
。
謂（
２
）二

迦
葉
笑
中
ニ一

蔵
レ

刀
、
気
宇
嶮
峻
、
如
二

五
岳
ノ

高
一

也
。
還
不
峭
、
機
不
峭
峻
也＊

。
一（
３
）枝
者
、
金
色
鉢
羅
花
也＊

。

［
欄
外
注
］

古（
４
）語
、
笑
中
蔵
刀
。

五（
５
）岳
者
、
泰
・
華
・
衡
・
恒
・
嵩
、
是
也
。
世
尊
恁
麼
道
、
撒
土
撒
沙
、
老
婆
之
説
也
。
或
云
、
従
前
説
来
底
五
千
四
十
八
巻
、
総
是
撒
沙
土
也
。



二
九

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
一
〇
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

前
義
為
レ

好
。

八
万
四
千
大
衆
。

唐（
６
）李
義
府
、
貌
若
温
恭
、
与
人
嬉
怡
、
而
狭
険
忌
克
。
人
謂
、
笑
中
有
刀
。

山（
７
）庵
雑
録
下
、
明
善
韓
先
生
書
二シ
テ

陸
放
翁
普
灯
録
叙
草
後
一

云
、
放
翁
先
生
手
書
普
灯
録
叙
草
本
ハ

、
報
恩
浄
上
人
之
所
レ

蔵
也
。
余
故
有
二

先

生
ノ

遺
文
二
帙
一

、
其
間
誤
処
、
皆
手テ

自ミ

塗
乙
。
伝
灯
言
、
世
尊
挙
花
、
迦
葉
一
咲
。
今
ノ

講
者
以
為
メ三

経
無
二

此
ノ

事
一

詆
ル二 

其
ノ

妄
伝
一ナ
リ
ト

。
或
曰
、

金
陵
王
丞
相
於
二

秘
省
一

得
二

梵
王
決
疑
経
一

。
閲
レ

之
有
二

此
ノ

語
一

。
有
レ

所
レ

避
レ

諱
。
故
ニ

経
ヲ

不
レ

入
レ

蔵
ニ

。
今
先
生
以
テ

為
レ

書
二

之
ヲ

木
葉
旁
行

之
間
ニ一

、
不
レシ
テ

知
二

即
丞
相
之
所
レ

見
、
以
テ

否フ
サ

二ク
コ
ト

其
言
ヲ一

如
レ

此
。
必
有
レ

所
レ

考
矣
。
併
ニ

書
二シ
テ

其
後
ニ一

云
、
夫
ノ

二
先
生
、
学
広
理
明
、
其
言
豈
レ

妄
。

近
翰
林
宋
公
為
レ

余
カ

叙
二ス
ル
モ

応
酬
録
ヲ一

亦
曰
、予
観
二ル
ニ

大
梵
天
王
問
仏
決
疑
経
ヲ一

、所
レ

載
拈
花
云
々
、宋
公
既
ニ

親
ク

観
ルレ

之
、則
此
経
世
ニ

必
ス

有
レ

之
。

而
或
者
ノ

詆
テ

以
為
レ

妄
ト

。
前
云
ク

有
レ

所
レ

避
レ

諱
、
故
ニ

不
レ

入
レ

藏
。
斯
言
尽
矣
。

［
傍
注
］

Ｃ
句　

多
口
也
。

【
出
典
】

未
詳
。

【
校
異
】

＊
一
枝
者
金
色
鉢
羅
花
也
︱
ナ
シ
。

【
略
註
鈔
】

（
133
）
笑
峰　

号
ナ
リ

Ａ
破
顔
無
シレ

語
暗
ニ

蔵
スレ

刀
ヲ

世（
８
）
尊
ノ
拈
レシ
テ

花
ヲ

示
サ
レ
タ
ニ
、
誰
モ
物
云
フ
者
ノ

モ
無
イ
ニ
、

迦
葉
ノ
笑
シ
タ
ハ
、
底
コ
ニ
、
ヲ
ソ
ロ
シ
イ
コ
ト
ガ
ア
ル
ゾ
。

笑
中
ニ
活
機
鋒
ガ
ア
ル
ソ
。

Ｂ
一
段
精
神
五
岳
高
シ

迦（
９
）
葉
ノ
微
笑
シ
タ
ハ
、
一
段
ノ
精
神
ソ
。
其
ノ
精
神
ノ
高
イ
ヲ
、



三
〇

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
一
〇
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

喩
ヘ
ハ
五
岳
ノ
ヤ
ウ
ナ
ソ
。
ヲ
ソ
ロ
シ
イ
ニ
云
ハ
ヽ
刀
、
高
ヒ

ニ
云
ハ
ヽ
五
岳
ゾ
。

Ｃ
可
シレ

憐
瞿
曇
ノ

還
テ

不
レル
コ
ト
ヲ

峭
ナ
ラ

世）
10
（

尊
ノ
四
十
九
年
説
法
シ
タ
ハ
、
峭
峻
ニ
モ
無
イ
、
ア
マ
リ
ニ

低
イ
ソ
。

Ｄ
更
抛
テレ

沙
土
ヲ

口
叨
々

撒）
11
（

シレ

土
ヲ

撒
シレ

沙
ヲ

テ
、
口
叨
々
ト
、
ム
タ
ト
説
法
セ
ラ
レ
タ
ハ
、

可
レ

憐
ム

ト
ナ
リ
。
可
レ

憐
ハ
、
可
レ

哀
ノ
義
也
。
世）

12
（

尊
ヲ
抑
シ
テ
、

迦
葉
ヲ
托
上
シ
タ
ハ
、
笑
峰
ヲ
托
上
セ
ン
為
也
。
笑）

13
（

峰
ノ
二
字

ニ
合
セ
テ
ハ
、
一
ノ
句
ハ
、
笑
也
。
二
ノ
句
ハ
、
峰
也
。
三
四

ノ
句
ハ
、峰
也
。
口
叨
々
ト
云
処
ニ
、少
シ
笑
ノ
字
モ
ア
リ
。
叨
々

ハ
。
多
口
ノ
貌
也
。

 

【
注
（
133
）】

（
1
）世
尊
在
霊
山
会
上
⋮
⋮
摩
訶
大
迦
葉
云
々
＝
Ａ
句
の
注
。拈
花
微
笑
の
公
案
。

種
々
の
灯
史
・
語
録
等
に
見
え
る
が
、『
聯
灯
会
要
』
巻
一
釈
迦
牟
尼
仏
章
に
、

「
世
尊
在
霊
山
会
上
、
拈
花
示
衆
、
衆
皆
黙
然
。
唯
迦
葉
破
顔
微
笑
。
世
尊
云
、

吾
有
正
法
眼
蔵
、
涅
槃
妙
心
、
実
相
無
相
、
微
妙
法
門
、
不
立
文
字
、
教
外
別

伝
、
付
嘱
摩
訶
迦
葉
」（
続
蔵
一
三
六
・
二
二
〇
ｄ
～
二
二
一
ａ
）
と
あ
る
の
が

典
拠
か
。

（
2
）
謂
迦
葉
笑
中
⋮
⋮
機
不
峭
峻
也
＝
Ｃ
Ｄ
句
の
注
。
釈
尊
が
一
枝
の
花
を
ふ

と
取
り
上
げ
て
大
衆
に
示
し
た
時
、
迦
葉
尊
者
の
み
が
破
顔
微
笑
し
た
、
そ
の

笑
い
に
は
人
の
命
を
奪
う
ほ
ど
の
す
ぐ
れ
た
機
鋒
が
あ
り
、
そ
の
境
界
は
高
く

険
し
い
五
岳
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
釈
尊
の
接
化
説
法
は
高
い
境

界
と
は
言
え
な
い
、
の
意
。
釈
尊
を
抑
下
し
、
迦
葉
尊
者
を
托
上
す
る
。

（
3
）一
枝
者
金
色
鉢
羅
花
也
＝「
金
色
鉢
羅
花
」は
、金
色
に
輝
く
優
鉢
羅
華
の
意
。

優
鉢
羅
は 

、梵
語
「utpala

」
の
音
訳
、睡
蓮
の
一
種
と
さ
れ
る
。
後
掲
の
『
山

庵
雑
録
』
巻
二
に
「
始
於
釈
迦
世
尊
、
在
霊
山
会
上
、
拈
起
一
枝
金
色
波
羅
華
、

普
示
大
衆
。
惟
迦
葉
微
笑
」（
続
蔵
一
四
八･

一
二
五
ａ
）
と
見
え
る
。

（
4
）
古
語
云
笑
中
蔵
刀
＝
典
拠
未
詳
。

（
5
）
五
岳
者
⋮
⋮
前
義
為
好
＝
機
鋒
の
鋭
利
さ
を
刀
に
、
境
界
の
高
さ
（
峭
峻
）

を
五
岳
に
喩
え
る
。「
五
岳
」
は
、
中
国
の
五
つ
の
霊
山
、
泰
山
（
東
岳
）・
衡

山
（
南
岳
）・
華
山
（
西
岳
）・
恒
山
（
北
岳
）・
嵩
山
（
中
岳
）
を
い
う
。
一
説
は
、

釈
尊
一
代
の
教
化
説
法
は
、
土
塊
や
塵
沙
を
ま
き
散
ら
し
た
様
な
（
用
に
立
た

な
い
）
も
の
で
あ
り
、
慇
懃
な
老
婆
親
切
の
説
で
あ
る
。
従
前
よ
り
釈
尊
が
説



三
一

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
一
〇
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

き
来
た
っ
た
、
一
代
蔵
教
は
、
総
て
沙
土
ま
き
散
ら
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。

前
説
が
よ
い
の
、
意
。「
五
千
四
十
八
巻
」
は
、「
一
切
経
」
を
指
す
。
大
蔵
経

を
「
千
七
十
六
部
、
五
千
四
十
八
巻
」
と
す
る
の
は
、
唐
、
智
昇
『
開
元
釈
教

録
』（
開
元
十
年
︿
七
二
二
﹀）
に
基
づ
く
。

（
6
）
唐
李
義
府
⋮
⋮
笑
中
有
刀
＝
寛
永
本
も
、こ
の
一
文
を
題
注
に
記
す
が
、『
訓

解
添
足
』
は
、「
東
陽
之
本
、
為
リ二
傍
註
一
︿
註
ス二
笑
ノ
字
一
、
起
句
ノ
注
﹀、
後
人

誤
入
ル二
題
注
ニ一
」
と
す
る
。
李
義
府
（
六
一
四
年
～
六
六
六
年
）
は
、
容
貌
は

穏
和
で
慎
み
深
く
、
人
と
話
に
も
楽
し
げ
で
笑
い
を
絶
や
さ
な
か
っ
た
が
、
性

格
は
陰
険
狡
猾
で
、
才
能
を
妬
み
中
傷
し
た
こ
と
か
ら
、
時
人
は
「
笑
中
に
刀

有
り
」
と
評
し
た
、
の
意
。『
古
今
事
文
類
聚
』
後
集
巻
二
十
一
「
笑
中
有
刀
」

の
項
に
、「
李
義
甫
容
貌
温
恭
、
与
人
語
必
嬉
怡
微
笑
、
而
狡
険
忌
剋
。
故
時

人
謂
義
甫
笑
中
有
刀
」
と
あ
る
の
が
典
拠
か
。『
旧
唐
書
』
巻
二
百
二
十
三
「
李

義
府
伝
」
に
は
、「
義
府
貌
状
温
恭
、
与
人
語
、
必
嬉
怡
微
笑
、
而
褊
忌
陰
賊
。

既
処
権
要
、
欲
人
附
己
、
微
忤
意
者
、
輒
加
傾
陥
。
故
時
人
言
、
其
笑
中
有
刀
」

と
見
え
る
。
ほ
か
に
『
資
治
通
鑑
』
巻
二
百
、『
氏
族
大
全
』
巻
十
三
、『
太
平

広
記
』
巻
二
百
四
十
等
に
見
え
る
。「
笑
中
有
刀
」
は
、
禅
籍
に
頻
出
す
る
。

一
例
を
挙
げ
れ
ば
、『
碧
巌
録
』
第
三
十
五
則
頌
古
評
唱
に
「
堪
笑
清
涼
多
少
衆
、

雪
竇
笑
中
有
刀
」（
大
正
蔵
四
八
・
二
九
ａ
～
ｂ
）と
あ
る
。又
、『
句
双
紙
抄︹
１
６

Ｃ
頃
︺』
に
「
笑
中
有
刀
︿
ワ
ラ
ウ
中
ニ
刀
ヲ
、
キ
ツ
ト
カ
ク
イ
テ
持
ヤ
ウ
ナ
、

ヲ
ソ
ロ
シ
イ
句
中
ナ
リ
﹀」
と
注
す
る
。

（
7
）
山
庵
雑
録
下
、
⋮
⋮
故
不
入
蔵
斯
言
尽
矣
＝
『
山
庵
雑
録
』
巻
二
（
続
蔵

一
四
八･

一
八
一
ｄ
～
一
八
二
ａ
）
に
見
え
る
。「
龍
門
文
庫
本
」
は
、「
此
ノ

拈
花
微
笑
ノ
事
ハ
諸
経
ニ
ミ
エ
ス
。
王
荊
公
カ
、
大
梵
天
王
問
仏
決
疑
経
ヨ
リ

看
出
ス
也
」
と
し
て
、『
人
天
眼
目
』
下
巻
の
「
拈
花
」
項
を
引
用
す
る
。「
王

荊
公
問
仏
慧
泉
禅
師
云
、
禅
家
所
謂
世
尊
拈
花
、
出
在
何
典
。
泉
云
、
蔵
経
亦

不
載
。
公
曰
、
余
頃
在
翰
苑
、
偶
見
大
梵
天
王
問
仏
決
疑
経
三
巻
。
因
閲
之
、

経
文
所
載
甚
詳
。
梵
王
至
霊
山
、
以
金
色
波
羅
花
献
仏
。
舎
身
為
床
座
、
請
仏

為
説
法
。
世
尊
登
座
、
拈
花
示
衆
。
人
天
百
万
、
悉
皆
罔
措
。
独
有
金
色
頭
陀
、

破
顔
微
笑
。
世
尊
云
、
吾
有
正
法
眼
藏
。
涅
槃
妙
心
、
実
相
無
相
、
分
付
摩
訶

大
迦
葉
。
此
経
多
談
帝
王
事
、
佛
請
問
、
所
以
祕
藏
、
世
無
聞
者
」（
大
正
蔵

四
八
・
三
二
五
ｂ
）。

（
8
）
世
尊
ノ
拈
花
⋮
⋮
活
機
鋒
ガ
ア
ル
ソ
＝
迦
葉
の
破
顔
微
笑
に
は
、
鋭
い
機

鋒
が
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
い
う
。「
ヲ
ソ
ロ
シ
イ
コ
ト
」
と
は
、
殺
人
刀
が

蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
言
う
か
。「
龍
門
文
庫
本
」は
、「
コ
ヽ
ノ
言
ハ
、迦
葉
ノ
、

拈
花
ヲ
見
テ
、物
モ
イ
ワ
イ
テ
、微
笑
シ
タ
中
ニ
、刀
ヲ
蔵
ス
心
ア
リ
」
と
あ
り
、

『
襟
帯
集
』
は
、「
一
ノ
句
、
仏
ノ
拈
花
ヲ
示
サ
レ
タ
レ
共
、
誰
モ
物
ヲ
言
者
モ

ナ
イ
処
ニ
、
迦
葉
ノ
笑
テ
、
物
ヲ
云
ワ
ヌ
カ
、
此
ニ
ヲ
ソ
ロ
シ
イ
刀
カ
ア
ル
也
。

殺
人
呈
ノ
刀
ヲ
モ
ツ
タ
ワ
、
李
義
府
カ
笑
中
ニ
有
刀
ノ
心
ソ
」
と
注
す
る
。

（
9
）
迦
葉
ノ
微
笑
シ
タ
ハ
⋮
⋮
高
ヒ
ニ
云
ハ
ヽ
五
岳
ゾ
＝
迦
葉
の
破
顔
微
笑
に
、

一
段
高
い
心
地
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の
峭
峻
な
境
地
を
五
岳
の
高
く
秀
で

る
こ
と
に
喩
え
る
。
迦
葉
を
托
上
し
て
言
う
。
前
注
（
8
）
そ
の
畏
怖
す
べ
き

に
は
刀
、
そ
の
高
き
あ
り
よ
う
に
は
五
岳
の
措
辞
を
用
い
る
、
の
意
。

（
10
）
世
尊
ノ
四
十
九
年
⋮
⋮
ア
マ
リ
ニ
低
イ
ソ
「
龍
門
文
庫
本
」
は
「
可
怪
ー
ー
、

瞿
曇
ノ
四
十
九
年
ノ
説
ハ
、ワ
ケ
モ
ナ
イ
哆
啝
言コト
ソ
。更
ニ
峭
峻
ノ
機
ハ
ナ
キ
也
」



三
二

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
一
〇
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

と
し
、『
襟
帯
集
』
も
同
様
の
解
釈
を
す
る
。

（
11
）
撒
土
撒
沙
テ
⋮
⋮
可
憐
ト
ナ
リ
＝
「
撒
土
撒
沙
」
に
つ
い
て
、「
龍
門
文
庫

本
」
は
「
沙
土
ハ
、
仏
ノ
タ
ワ
言
ヲ
、
沙
土
ニ
比
シ
テ
、
用
ニ
不
ルレ
立
ニ
譬
フ
」

と
注
す
る
。「
ム
タ
ト
」は
、「
ム
ツ
タ
ト
」に
同
じ
。や
た
ら
め
た
ら
に
、の
意
。「
口

叨
々
」
に
つ
い
て
、『
襟
帯
集
』
は
、「
口
叨
々
ト
、
口
ガ
マ
シ
ウ
云
ワ
レ
タ
ソ
」

と
し
、「
龍
門
文
庫
本
」
は
「
何
ノ
用
ニ
モ
タ
ヽ
ヌ
言
ヲ
カ
シ
マ
シ
ウ
説
レ
タ
ソ
」

と
注
す
る
。
老
婆
心
切
に
口
や
か
ま
し
く
説
か
れ
た
釈
尊
は
、
憐
れ
む
べ
き
で

あ
る
、
の
意
。

（
12
）
世
尊
ヲ
抑
シ
テ
⋮
⋮
笑
峰
ヲ
托
上
セ
ン
為
也
＝
世
尊
を
抑
下
し
て
、
迦
葉

を
托
上
す
る
と
い
う
の
は
、
作
者
自
ら
を
師
家
と
し
て
釈
尊
に
擬
え
、
弟
子
笑

峰
を
迦
葉
に
擬
え
る
。
俺
は
お
前
に
と
っ
て
や
く
た
い
も
な
い
存
在
だ
が
、
お

前
の
笑
み
の
中
に
や
ど
る
峭
峻
な
機
鋒
だ
け
は
垣
間
見
た
つ
も
り
だ
。だ
か
ら
、

お
前
に
こ
の
号
頌
を
送
る
、
の
意
を
含
有
す
る
か
。

（
13
）
笑
峰
ノ
二
字
⋮
⋮
少
シ
笑
ノ
字
モ
ア
リ
＝
頌
の
構
成
に
つ
い
て
、
笑
峰
の

二
字
に
合
わ
せ
て
み
れ
ば
、
第
一
句
は
「
笑
」
を
、
第
二
の
句
は
「
峰
」
を
、

第
三
四
の
句
は
「
峰
」
を
頌
し
て
お
り
、「
口
叨
々
」
に
少
し
「
笑
」
を
含
む
か
、

の
意

０
１
３
４
送
人
之
廬
山

【
京
大
本
略
註
】

（
三
十
三
）
江
西
南
洲
珍
和
尚

万（
１
）寿
、
南
洲
永
珍
。
嗣
石
渓
月
。
洲
或
作
州
。

（
134
）
送
ル三

人
ノ

之
ヲ二

廬
山
ニ一

廬（
２
）山
、
々
南
ハ

是
南
康
軍
、
山
北
ハ
是
九
江
郡
、
山
中
有
二
三
百
六
十
余
寺
一

、
天
下
第
一
ノ

勝
地
也
。

Ａ
耆
宿
ノ

門
庭
已
ニ

徧
参

Ｂ
三
々
非
レ

九
ニ

隻
非
スレ

単
ニ

Ｃ
石
房
秋
キ

晩
ル

帰
来
ノ

日

Ｄ
満
面
ノ

風
霜
五
老
寒
シカ
ラ
ン

三（
３
）々
至
非
レ

単
者
、
謂
三

事
無
ヲ二

一
向
一

也＊

。
五（
４
）老
峰
、
在
二

匡
山
栖
賢
ノ

寺
后＊

ニ一

、
其
状
如
二

五
老
人
ノ

相
揖
一ス
ル
カ

。
古（
５
）人
ノ

頌
云
、
不
ハレ

到＊
二

廬
山
ニ一

不
二

是
レ

僧
ニ一

、
到
二

得
モ

廬
山
ニ一

也
タ

是
レ

能
。
苦
藚
シ
ヨ
ク

菜
羹
苫ゼ
ン

米
飯
、
如
今
思
量
ス
レ
ハ

也
頭

。
々（
６
）者
痛
也
。

、
韻
会
注
、
痛
病
。
集
韻
、
本
作

。



三
三

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
一
〇
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

爾（
７
）雅
、
藚
、
牛
脣
、
如
続
断
、
寸
々
有
節
、
抜
之
復
生
。

［
欄
外
注
］

藚
、
祥
玉
切
。

水（
８
）草
、
詩
曰
、
釆
其
ー
、
説
文
、
水
舃
也
。
从
艸
売
声
。

□（
９
）
□
匡
廬
山
、
廬
山
記
云
、
昔
匡
真
先
生
居
于
此
、
其
廬
在
此
、
故
云
ー
ー
ー
。

五）
10
（

老
峰
、廬
山
五
老
峰
。
昔
尭
遊
首
陽
、々
々
当
廬
山
東
南
。
有
五
老
人
、鬢
鬚
皓
然
、意
気
髙
閑
。
尭
召
而
欲
令
仕
。
老
人
咲
飛
登
入
昴
星
中
。

後
人
、
名
山
為
五
老
峰
、
云
云
。

第）
11
（

二
句
、
三
々
九
也
。
隻
単
也
。
因
甚
云
非
耶
。
打
破
尋
常
理
致
、
可
以
会
取
去
耳
。
或）

12
（

云
、
一
多
自
在
之
義
。
賓
主
交
参
処
、
一
多
無
碍
、

一
即
一
切
、
々
々
即
一
也
。

前）
13
（

三
々
後
三
之
機
乎
。

【
出
典
】未詳

。

【
校
異
】

＊
也
︱
也
又
云
前
三
々
後
三
々
之
機
乎　

＊
后
︱
後　

＊
苫
︱
苦　

＊

︱

＊
爾
雅
藚
牛
脣
如
続
断
寸
々
有
節
抜
之
後
生
︱
ナ
シ

【
略
註
鈔
】

（
三
十
三
）
江
西
南
洲
珍
和
尚

（
134
）
送
二

人
ノ

之
一ク
ヲレ

廬
山
ニ

Ａ
耆
宿
門
庭
已
ニ

徧
参

名
衲
耆
宿
ノ
処
ヲ
、
徧
参
シ
テ
ア
ル
イ
タ
ソ
。

Ｂ
三
々
非
スレ

九
ニ

隻
非
レ

単
ニ

三）
14
（

々
非
レレ
ハ

九
ニ

三
々
デ
モ
無
ク
、
隻
非
レレ
ハ

単
ニ

隻
デ
モ
無
ソ
。
事

一
向
モ
無
イ
底
ソ
。
未
悟
以
前
ハ
色
々
ノ
コ
ト
ガ
ア
ツ
タ
ガ
、



三
四

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
一
〇
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

悟
テ
後
ハ
何
ン

テ
モ
事
ハ
無
ソ
。
又
三
々
ー
ー
ト
ハ
、
数
量
ニ
落

ヌ
義
ソ
。
前
三
々
後
三
々
ノ
境
界
ソ
。

Ｃ
石
房
秋
晩
帰
来
ノ

日

此）
15
（

僧
、
廬
山
カ
ラ
石
房
ヘ
帰
来
ル

時
分
ハ
、

Ｄ
満
面
風
霜
五
老
寒
シ

五
大
峯
ハ
満
面
ノ
風
霜
デ
、
寒
々
ト
シ
ヤ
ウ
ソ
ト
云
ハ
、
其
侭

ノ
現
成
マ
デ
ソ
。
事
無
レ

一
向
処
ニ
至
テ
見
レ
ハ
、
山
ハ

是
山
、

水
ハ

是
水
迄
ゾ
。
又）

16
（

廬
山
ニ
帰
ル
ヲ
送
ル
ト
云
心
ニ
モ
見
ル
ソ
。

其
時
ハ
石
房
秋
晩
ー
ー
ト
ハ
、
廬
山
ニ
帰
ル
義
ソ
。
廬
山
ニ
白

石
僧
房
ト
云
ガ
ア
ル
ゾ
。
ソ
チ
ガ
廬
山
ヘ
帰
ラ
レ
タ
時
分
ハ
、

秋
晩
ノ
時
分
デ
ア
ラ
ウ
ズ
ホ
ト
ニ
、
満
面
ー
ー
寒
ン
ト
ナ
リ
。

山
ナ
レ
ト
モ
、
五
老
ト
云
ヨ
リ
満
面
ト
云
也
。
此）

17
（

説
一
二
ヨ
リ

連
続
シ
テ
ヨ
イ
ゾ
。
一
ノ
句
ニ
徧
参
シ
テ
ア
ル
イ
タ
底
ヲ
云
テ
、

二
ノ
句
ニ
悟
タ
処
ヲ
云
テ
、
三
ノ
句
ニ
帰
家
穏
座
ノ
処
ヲ
云
テ
、

四
ノ
句
ニ
現
成
本
分
ノ
底
ヲ
頌
シ
タ
ソ
。
又
三
々
ー
ー
、
色
々

ノ
説
ガ
多
イ
ソ
。
理
致
数
量
ノ
間
ヲ
打
破
セ
ン
為
也
。
又
一
多

自
在
ノ
義
、
一
即
一
切
、
々
々
即
一
ノ
義
也
。

【
注
（
134
）】

（
１
）
万
寿
⋮
⋮
洲
或
作
州
＝
南
洲
永
珍
は
松
源
下
四
世
。『
増
集
続
伝
灯
録
』
巻

五
に
「
蘇
州
万
寿
南
州
珍
禅
師
」
章
（
続
蔵
一
四
二
・
四
二
一
ｄ
）
あ
り
、
上

堂
語
三
種
が
見
え
る
。
ま
た
同
録
に
よ
り
万
寿
寺
以
前
に
廬
山
開
先
寺
に
住
し

て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（
２
）
廬
山
⋮
⋮
第
一
勝
地
也
＝
廬
山
の
地
誌
を
示
す
文
章
。
廬
山
、
南
康
軍
、

九
江
郡
と
も
現
在
の
江
西
省
に
位
置
す
る
。
古
代
よ
り
山
岳
信
仰
の
名
勝
と
し

て
知
ら
れ
、
四
世
紀
に
慧
遠
が
東
林
寺
を
こ
こ
に
建
立
す
る
な
ど
、
仏
教
信
仰

の
名
山
と
し
て
も
著
名
。『
廬
山
記
』、『
方
輿
勝
覧
』
巻
十
七
「
南
康
軍
」
等

に
廬
山
の
記
事
は
あ
る
が
、注
本
文
と
同
一
の
文
章
は
見
え
な
い
。
典
拠
未
詳
。

（
３
）
三
々
至
非
単
者
⋮
⋮
無
一
向
也
＝
Ｂ
句
の
注
。「
事
無
一
向
」
と
は
、
も

の
ご
と
は
定
式
化
さ
れ
た
一
つ
の
答
え
だ
け
に
収
ま
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を

い
う
。『
円
悟
録
』
巻
九
「
雖
然
如
是
、
事
無
一
向
、
理
出
多
途
」（
大
正
蔵

四
七
・
七
五
二
ａ
）、『
石
渓
心
月
録
』
巻
一
「
事
無
一
向
、
智
有
千
差
、
有
時

丁
一
卓
二
、
有
時
放
両
拋
三
」（
続
蔵
一
二
三
・
三
二
ｄ
）
ほ
か
禅
録
に
頻
出
す

る
。
廬
山
へ
行
く
禅
僧
が
、
諸
方
の
師
家
を
徧
参
し
た
結
果
、
そ
の
よ
う
な
自

由
無
碍
の
境
涯
に
至
っ
た
こ
と
を
言
う
も
の
。

（
４
）
五
老
峰
⋮
⋮
五
老
人
相
揖
＝
廬
山
の
五
老
峰
に
関
す
る
説
明
文
だ
が
、『
廬

山
記
』、『
方
輿
勝
覧
』
巻
十
七
「
南
康
軍
」
等
に
こ
れ
と
同
一
の
文
章
は
見
え

な
い
。
棲
賢
寺
の
名
前
の
み
え
る
も
の
と
し
て
は
は
、『
祖
庭
事
苑
』
巻
三
「
五

老
師
子
」
に
「
廬
山
記
云
、
棲
賢
寺
、
寺
之
東
北
有
五
老
峯
。
歴
歴
可
数
、
中

有
師
子
峰
。
状
若
刻
削
、雲
物
隠
映
、尤
所
肖
似
。
廬
山
之
勝
、此
最
為
優
者
」（
続



三
五

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
一
〇
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

蔵
一
一
三
・
四
三
ｄ
）
と
見
え
る
。
な
お
廬
山
お
よ
び
五
老
峰
は
、
禅
宗
に
お

い
て
し
ば
し
ば
本
来
の
仏
法
の
在
処
を
暗
示
す
る
場
所
と
し
て
登
場
す
る
。
た

と
え
ば
『
碧
巌
録
』
第
三
四
則
・
本
則
に
「
舉
。
仰
山
問
僧
、
近
離
甚
処
。
僧

云
、
廬
山
。
山
云
、
曾
遊
五
老
峯
麼
。
僧
云
、
不
曾
到
。
山
云
、
闍
黎
不
曾
遊

山
。
雲
門
云
、
此
語
皆
為
慈
悲
之
故
。
有
落
草
之
談
」（
大
正
蔵
四
八
・
一
七
二

ｃ
）
と
見
え
る
。

（
５
）
古
人
頌
云
⋮
⋮
也
頭

＝
廬
山
に
至
り
得
て
こ
そ
僧
で
あ
る
、
到
ら
ざ
る

も
ま
た
よ
し
、
三
句
目
の
意
味
は
未
詳
、
四
句
目
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え

る
も
の
ま
た
頭
痛
の
タ
ネ
と
い
う
意
味
か
。
典
拠
は
未
詳
。
一
句
目
に
つ
い
て

は
南
洲
の
師
、石
渓
の
語
録
『
石
渓
心
月
雑
録
』
巻
一
「
送
珙
上
人
之
廬
山
」
に
、

「
不
到
廬
山
不
是
僧
、
斯
言
斯
語
亦
何
会
、
珙
今
興
尽
還
帰
去
、
五
老
依
前
倚

碧
層
」（
続
蔵
一
二
三
・
七
二
ｂ
）と
見
え
る
。
三
句
目
に
つ
い
て
、苦
藚
は
植
物
・

オ
モ
ダ
カ
の
種
類
で
あ
り
、
苦
藚
菜
羹
は
そ
の
調
理
名
か
。
ま
た
苔
（
あ
る
い

は
苦
か
）米
飯
は
不
詳
。
京
大
本
の
文
字
通
り
に
取
れ
ば
意
味
は
通
じ
に
く
い
。

だ
が
『
古
尊
宿
語
録
』
巻
第
二
十
六
「
舒
州
法
華
山
挙
和
尚
語
要
」
章
に
「
学

云
、
未
審
林
下
事
如
何
。
師
云
、
苦
益
菜
羹
粟
米
飯
」（
続
蔵
一
一
八
・
二
四
五

ａ
）
と
見
え
、
こ
こ
で
は
質
素
な
日
常
の
食
事
と
言
う
ほ
ど
の
意
味
。
も
し
こ

の
句
の
写
誤
だ
と
す
れ
ば
、
頌
の
意
味
は
、
廬
山
に
到
る
も
到
ら
ざ
る
も
本
質

的
な
問
題
で
は
な
く
、
日
常
底
の
あ
り
方
が
大
切
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
こ
と

を
考
え
る
の
は
頭
痛
の
も
と
だ
、
と
い
う
意
味
に
と
れ
る
。

（
６
）
頭

⋮
⋮
本
作

＝
『
古
今
韻
会
挙
要
』
巻
九
「
平
声
十
／
騰
」
に
、

「

、痛
病
。
集
韻
、本
作

」
と
見
え
る
。『
訓
解
添
足
』
に
こ
の
注
を
指
し
て
、

「
此
十
五
字
、非
此
頌
註
。
蓋
上
傍
注
本
註
」と
見
え
、も
と
上
段
の
傍
注
に
あ
っ

た
も
の
が
、
本
文
中
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
も
の
と
推
定
し
て
い
る
。

（
７
）
爾
雅
⋮
⋮
有
節
抜
之
後
生
＝
『
古
今
韻
会
挙
要
』
巻
二
十
五
「
入
声
二
／
続
」

に
「
藚
、
説
文
、
水
舃
也
。
从
艸
売
声
。
詩
言
、
釆
其
藚
。
爾
雅
、
藚
、
牛
脣
。

如
続
断
、
寸
寸
有
節
、
抜
之
復
生
」
と
見
え
る
。
本
詩
と
の
関
係
は
不
明
。
注

（
６
）
参
照
。

（
８
）
水
草
⋮
⋮
从
艸
売
声
＝
藚
の
注
の
一
つ
。
注
（
７
）
参
照
。

（
９
）
□
□
匡
廬
山
⋮
⋮
故
云
ー
ー
＝
廬
山
の
名
称
由
来
を
説
く
も
の
。
か
つ
て

周
の
武
王
の
時
、匡
俗
が
こ
の
山
に
隠
れ
住
ん
で
い
た
と
こ
ろ
へ
、使
い
を
や
っ

た
た
と
こ
ろ
、
す
で
に
登
仙
し
て
空
盧
の
み
残
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
廬
山
、
ま

た
匡
盧
山
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。『
廬
山
記
』
巻
一
に
、「
山
海
経
云
、

廬
江
出
三
天
子
都
。
一
日
天
子
障
故
旧
語
、以
所
浜
為
彭
蠡
。
有
匡
俗
先
生
者
、

出
自
殷
周
之
際
、
遯
世
隠
時
潜
居
其
下
。
或
云
、
俗
受
道
仙
人
。
共
遊
此
山
、

遂
託
空
崖
、即
巌
成
館
。
故
時
人
謂
其
所
止
為
神
仙
之
廬
。
因
以
名
山
焉
」（
大

正
蔵
五
一
・
一
〇
二
五
ａ
）
と
見
え
る
が
、
同
書
に
注
本
文
と
同
じ
も
の
は
見

え
な
い
。『
廬
山
記
略
』（
宋
代
）
に
も
見
え
ず
、
典
拠
未
詳
。

（
10
）
五
老
峰
⋮
⋮
為
五
老
峰
云
云
＝
五
老
峰
の
名
称
由
来
を
説
く
。
尭
帝
が
盧

山
で
五
人
の
老
人
に
遇
い
、
仕
え
さ
せ
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
五
人
は
笑
っ
て
昴

星
中
に
飛
び
去
っ
た
と
い
う
故
事
か
ら
五
老
峰
と
呼
ん
だ
と
い
う
も
の
。『
廬

山
記
』、『
方
輿
勝
覧
』
巻
十
七
「
南
康
軍
」、『
祖
庭
事
苑
』
巻
三
「
五
老
師
子
」

等
と
は
異
な
る
も
の
。
出
典
は
未
詳
。『
首
書
』
注
も
同
文
を
引
い
て
い
る
。

五
老
と
昴
星
の
故
事
は
、『
宋
書
』
志
第
十
七
巻
「
符
瑞
志
上
」
中
の
「
有
五
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湖
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老
游
焉
。
蓋
五
星
之
精
也
。
相
謂
曰
、
河
图
将
来
告
帝
以
期
、
知
我
者
重
瞳
黄

姚
。
五
老
因
飛
為
流
星
、
上
入
昴
」
に
類
似
す
る
。

（
11
）
第
二
句
⋮
⋮
可
以
会
取
去
耳
＝
三
三
は
九
で
あ
り
、
隻
は
単
で
あ
る
の
に
、

な
ぜ
そ
れ
を
「
非
」
と
い
う
か
と
い
う
Ｂ
句
の
注
。
尋
常
の
理
智
を
打
破
し
た

と
こ
ろ
で
会
取
す
べ
き
と
い
う
。『
夾
山
抄
』
に
も
、「
古
抄
云
、
此
句
打
破
学

者
執
見
也
。
纔
言
三
三
則
滞
在
於
九
也
。
故
謂
非
九
而
破
九
之
見
。
又
纔
言
隻

則
滞
在
於
単
也
。
故
謂
非
単
而
破
単
之
見
也
。
碧
巌
第
一
巻
云
、
一
有
多
種
、

二
無
両
般
之
謂
也
。
是
即
師
家
為
学
者
解
粘
、
云
縛
手
段
也
。
如
是
破
尽
諸
見

了
、
見
到
無
見
之
處
。
即
是
好
箇
時
節
也
」
と
見
え
る
。

（
12
）
或
云
⋮
⋮
々
々
即
一
也
＝
Ｂ
句
の
も
う
一
つ
の
注
。
一
と
多
、
賓
と
主
、

一
と
一
切
等
、
い
ず
れ
も
相
対
す
る
価
値
が
自
由
無
碍
に
互
換
可
能
な
境
地
を

示
す
も
の
。「
一
即
一
切
、
一
切
即
一
」
の
句
は
、『
華
厳
経
』
に
特
徴
的
な
教

え
を
示
す
も
の
と
言
わ
れ
る
が
、
禅
宗
に
も
受
用
さ
れ
、
禅
語
と
し
て
多
く

用
い
ら
れ
て
い
る
。『
宗
鏡
録
』
三
十
四
巻
「
又
云
、
一
念
知
一
切
法
也
。
是

以
一
即
一
切
、
一
切
即
一
。
故
云
、
以
一
之
法
、
功
成
万
像
」（
大
正
蔵
四
八

･

六
一
二
ｃ
）、
同
書
九
十
五
巻
「
以
一
成
多
、
用
諸
義
而
発
一
義
、
以
多
成

一
。
一
成
多
而
用
遍
、
多
成
一
而
体
融
、
体
用
交
羅
。
一
多
自
在
」（
大
正
蔵

四
八
・
九
三
二
ａ
）、『
円
悟
録
』
一
巻
「
師
云
、話
作
両
橛
。
乃
云
、遠
問
近
体
。

萬
世
如
今
。
挙
東
明
西
。
千
途
一
轍
。
無
事
上
演
事
。
無
為
処
作
為
。
非
色
非

声
青
黄
順
逆
。
非
心
非
仏
賓
主
交
参
。
全
承
此
箇
威
光
。
不
在
別
処
流
転
」（
大

正
蔵
四
七
・
七
一
六
ａ
）
等
と
み
え
る
。

（
13
）
前
三
々
後
三
之
機
乎
＝
注
の
文
章
「
三
々
」
に
施
さ
れ
た
傍
注
。「
前
三
々

後
三
之
機
」
と
は
、
五
台
山
に
て
文
殊
菩
薩
が
無
著
文
喜
の
問
い
に
答
え
た
言

葉
と
し
て
知
ら
れ
る
も
の
。『
碧
巌
録
』
第
三
十
五
則
・
本
則
に
、「
無
著
問
文

殊
、
此
間
如
何
住
持
。
殊
云
、
凡
聖
同
居
龍
蛇
混
雑
。
著
云
、
多
少
衆
。
殊
云
、

前
三
三
後
三
三
」（
大
正
蔵
四
八
・
一
七
三
ｂ
）
と
見
え
る
。
こ
の
句
は
禅
録
に

散
見
さ
れ
、「
前
三
後
三
」、「
前
後
三
三
」
と
も
言
わ
れ
る
。［
補
説
］
に
示
し

た
よ
う
に
原
義
は
別
に
あ
る
が
、「
後
世
こ
れ
に
深
遠
な
意
味
づ
け
が
加
わ
っ

て
︿
数
量
で
は
計
れ
ぬ
根
本
智
の
消
息
﹀
な
ど
と
説
か
れ
る
」（『
禅
語
辞
典
』）

よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
こ
の
傍
注
も
そ
の
意
味
と
思
わ
れ
る
。

（
14
）
三
々
非
九
⋮
⋮
事
ハ
無
ソ
＝
Ｂ
句
に
つ
い
て
「
事
無
一
向
」
の
立
場
か
ら

注
す
る
も
の
。
注
（
３
）
で
取
り
あ
げ
た
「
京
大
本
」
と
同
じ
趣
旨
だ
が
、
未

悟
と
悟
後
に
分
け
て
詳
し
く
解
説
し
て
い
る
も
の
。

（
15
）
此
僧
廬
山
カ
ラ
⋮
⋮
水
是
水
迄
ゾ
＝
Ｃ
句
を
盧
山
か
ら
石
房
に
帰
る
意
と

取
る
。
そ
の
上
で
Ｄ
句
を
、
あ
り
の
ま
ま
の
姿
が
本
来
の
現
成
し
た
と
こ
ろ
と

い
う
。「
山
是
山
、水
是
水
」
の
解
釈
は
『
襟
帯
集
』
に
も
見
え
る
。
た
だ
し
『
訓

解
添
足
』
に
は
「
或
見
自
盧
山
帰
此
方
石
房
者
、
非
也
。
此
泥
帰
字
説
也
。
先

行
亦
言
帰
也
」
と
あ
り
、
盧
山
か
ら
石
房
に
帰
る
と
取
意
す
る
説
を
批
判
し
て

い
る
。

（
16
）
又
廬
山
ニ
帰
ル
ヲ
⋮
⋮
満
面
ト
云
也
＝
注
（
16
）
と
は
反
対
に
、
Ｃ
句
を

盧
山
に
帰
り
行
く
を
送
る
意
と
取
る
。
廬
山
の「
白
石
僧
房
」に
つ
い
て
は
、『
増

刊
校
正
王
状
元
集
註
分
類
東
坡
先
生
詩
』
巻
二
十
四
所
収
の
「
書
李
公
択
白
石

山
房
」
に
「
偶
尋
流
水
上
崔
嵬
、
五
老
蒼
顔
一
笑
開
、
若
見
謫
仙
煩
寄
語
、
匡

山
頭
白
早
帰
来
」
と
い
う
詩
が
あ
り
、
そ
の
註
に
「
五
老
即
盧
山
五
老
峯
。
公
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択
少
時
、
読
書
於
五
老
峯
下
白
石
庵
之
僧
舎
。
先
生
嘗
作
李
氏
山
房
蔵
書
記
、

正
謂
此
也
」
と
見
え
る
。
な
お
『
廬
山
記
』
巻
二
「
敘
山
南
篇
第
三
」（
大
正

蔵
五
一
・
一
〇
三
五
Ｃ
）
で
こ
の
こ
と
に
触
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
旧
名
「
下

白
石
」と
呼
ば
れ
た
楞
伽
院
に
李
氏
の
山
房
の
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

な
お
『
略
註
鈔
』
は
五
老
峰
は
山
で
あ
る
が
、
五
人
の
老
人
が
相
揖
す
る
姿
と

い
う
擬
人
化
に
な
ぞ
ら
え
て
「
満
面
」
と
表
現
し
た
詩
の
修
辞
を
指
摘
し
て
い

る
が
、『
夾
山
抄
』
に
は
、
前
述
の
蘇
軾
詩
を
引
い
て
「
坡
詩
云
、
五
老
蒼
顔

一
笑
開
。
又
云
、
不
識
盧
山
真
面
目
、
只
縁
身
在
此
山
中
。
拠
坡
詩
、
則
満
面

字
、
五
老
峰
之
満
面
也
」
と
見
え
る
。

（
17
）
此
説
一
二
ヨ
リ
⋮
⋮
底
ヲ
頌
シ
タ
ソ
＝
注
（
17
）
の
よ
う
に
、
Ｃ
句
を
盧

山
に
帰
り
行
く
を
送
る
意
と
取
れ
ば
、
詩
全
体
が
、
Ａ
句
は
徧
参
、
Ｂ
句
は
悟

り
、
Ｃ
句
は
帰
家
穏
座
、
Ｄ
句
は
現
成
本
分
を
そ
れ
ぞ
れ
頌
す
る
も
の
で
あ
り
、

四
句
に
よ
る
詩
全
体
が
連
繋
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
さ
ま
を
「
連
続
シ
テ
ヨ
イ

ゾ
」
と
称
美
す
る
も
の
。

［
補
説
］

「
前
三
三
後
三
三
」
に
つ
い
て
。『
禅
語
辞
典
』
は
こ
の
語
に
つ
い
て
、「『
玄
沙
広
録
』

巻
中
に
、招
慶
院
を
訪
れ
た
玄
沙
が
麟
上
座
に︿
什
麽
生（
な
ん
と
立
派
な
）一
院
だ
。

寮
舎
（
僧
堂
）
は
幾
つ
あ
る
か
﹀
と
尋
ね
る
と
、
麟
は
︿
前
六
後
六
﹀
と
答
え
た
と

あ
る
。︿
前
に
六
棟
、
後
ろ
に
六
棟
﹀
と
い
う
意
で
、
ぎ
っ
し
り
と
立
ち
並
ん
だ
さ

ま
を
い
う
。
そ
れ
ら
に
は
修
行
僧
が
満
ち
て
い
る
と
い
う
含
み
で
あ
る
が
、
そ
の
盛

大
な
賑
わ
い
ぶ
り
を
い
う
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
内
実
は
別
で
あ
る
。
こ
れ
が
こ
の
語

の
原
義
で
あ
ろ
う
。
後
世
、
こ
れ
に
深
遠
な
意
味
付
け
が
加
わ
っ
て
、︿
数
量
で
は

計
れ
ぬ
根
本
智
の
消
息
﹀
な
ど
と
説
か
れ
る
が
、
原
義
は
別
で
あ
る
」
と
解
説
し
て

い
る
。
末
木
文
美
士
『
現
代
語
訳
碧
巌
録
』
に
お
い
て
も
、
第
三
十
五
則
に
あ
る
同

句
の
注
は
、
こ
の
解
説
を
受
け
て
「
な
お
、
早
く
か
ら
前
三
三
後
三
三
の
意
味
が
わ

か
ら
な
く
な
っ
て
い
た
こ
と
は
、
評
唱
に
引
く
話
で
、
無
著
が
均
提
童
子
に
そ
の
意

味
を
問
う
て
い
る
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
」
と
し
て
い
る
。


